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三
五

西
谷
た
づ
が
寄
宿
し
た
大
坂
の
華
房
塾

―
河
内
国
古
市
郡
古
市
村
西
谷
家
文
書
に
見
え
る
寺
子
屋
関
係
史
料
―

中
　
田
　
佳
　
子

は
じ
め
に

　

昨
年
度
刊
行
の
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
第
二
四
号
に
、「
西
谷
さ
く
が
寄
宿
し
た
堺

の
河
邊
塾
」
と
題
し
、
同
博
物
館
所
蔵
の
河
内
国
古
市
郡
古
市
村
西
谷
家
文
書
中
に

あ
る
寺
子
屋
関
係
史
料
を
一
部
翻
刻
・
解
説
し
た①
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
さ
く
の

妹
た
づ
に
関
す
る
、
文
字
通
り
の
姉
妹
編
で
あ
る
。

　

西
谷
家
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
河
内
の
在
郷
町
古
市
（
現
大
阪

府
羽
曳
野
市
古
市
）
を
代
表
す
る
商
家
の
一
つ
で
あ
り
、
有
数
の
資
産
家
で
あ
る
。

現
在
、
博
物
館
古
文
書
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
同
家
文
書
は
、
約
六
三
〇
〇
点
に
の

ぼ
る
が
、
そ
の
中
に
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
わ
た
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
書
状
類
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
家
政
運
営
の
苦
労
や
家
族
生
活
の
様
子
、
肉
親
の
情
愛
を

身
近
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
寺
子
屋
関
係
史
料
も
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
見
出

さ
れ
た
。

　

商
家
西
谷
家
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
開
業
で
、
屋
号
は
「
種
屋
」、
当
主
は

代
々
平
右
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
た
。
種
屋
は
、
米
・
塩
・
雑
穀
・
粕
類
・
薪
炭
・
荒

物
・
小
間
物
を
商
い
急
成
長
を
遂
げ
た
が
、
幕
末
に
至
っ
て
家
の
相
続
に
問
題
を
抱

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
代
平
右
衛
門
と
そ
の
妻
あ
い
は
晩
婚
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

二
人
の
間
に
は
さ
く
と
た
づ
の
娘
二
人
が
生
ま
れ
た
が
、
家
を
継
ぐ
べ
き
息
子
は
授

か
ら
な
か
っ
た
。
平
右
衛
門
自
身
が
病
弱
だ
っ
た
う
え
、
親
族
・
分
家
の
不
行
跡
や

彼
ら
の
借
財
の
影
響
を
受
け
、
西
谷
家
の
行
く
末
は
不
安
に
満
ち
て
い
た
。
娘
に
は

近
い
将
来
婿
養
子
を
迎
え
て
、
家
を
継
が
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
娘

が
新
当
主
と
な
る
婿
を
支
え
、
夫
婦
で
家
を
盛
り
立
て
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
。
そ
こ

で
同
家
で
は
娘
た
ち
に
、
家
政
や
家
業
を
営
む
う
え
で
夫
の
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
し
た
教
育
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
う
し
て
姉
妹
は
、
ま
ず
地
元
古
市
の
寺
子
屋
師
匠
、
森
田
嘉
兵
衛
の
も
と
で
学

び
、
そ
の
後
、
姉
さ
く
は
前
号
の
紀
要
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
嘉
永
六
～
七
年
（
一

八
五
三
～
五
四
）、
数
え
年
の
一
二
歳
か
ら
一
三
歳
に
か
け
て
堺
の
河
邊
徹
斎
塾
に
寄

宿
し
、
学
力
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。
一
方
、
妹
た
づ
は
安
政
六
年
（
一
八



三
六

五
九
）
と
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
姉
よ
り
年
長
の
一
七
歳
と
二
〇
歳
の
時
に
大
坂

の
華
房
（
花
房
）
塾
に
寄
宿
し
た
。
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
さ
く
と
た
づ
で
は

寺
子
屋
寄
宿
の
目
的
・
性
格
が
異
な
る
う
え
、
た
づ
の
二
度
目
の
寄
宿
に
よ
っ
て
姉

妹
の
人
生
は
劇
的
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
づ
の
華
房
塾
寄
宿
を
め
ぐ
る
史
料
に
つ
い
て
は
一
部
が
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

が②
、
そ
の
後
の
調
査
で
次
々
と
新
た
な
史
料
が
現
れ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
新

出
分
を
ま
と
め
て
翻
刻
・
紹
介
し
、
最
後
に
既
出
分
と
新
出
分
を
合
わ
せ
た
史
料
一

覧
表
を
掲
げ
た
。
な
お
、
華
房
と
い
う
姓
は
史
料
に
よ
っ
て
花
房
と
も
表
記
さ
れ
る

が
、
当
家
か
ら
発
給
さ
れ
た
文
書
で
は
す
べ
て
華
房
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で

も
引
用
史
料
以
外
は
、
そ
れ
で
通
す
こ
と
に
す
る
（
以
下
、
文
中
に
現
れ
る
【　

】

内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
数
字
は
、
史
料
翻
刻
の
番
号
を
示
す
）。

一　

華
房
塾
と
そ
の
史
料

⑴　

寺
子
屋
華
房
塾

　

華
房
塾
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
大
坂
のう
つ
ぼ靭

（
現
大
阪
市
西
区
靭

本
町
）
に
あ
っ
た
寺
子
屋
で
あ
る
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
に
至
る
時
期
は
、
全
国
的
に
質
量
と
も
に
寺
子
屋
の
黄
金
時
代
で
あ
り
、

市
民
自
ら
の
た
め
に
市
民
自
ら
の
手
で
経
営
さ
れ
た
実
用
教
育
と
し
て
は
、
大
坂
は

そ
の
形
式
・
内
容
と
も
に
一
時
全
国
に
比
類
な
き
発
達
を
遂
げ
た
と
い
う③
。
だ
が
、

市
中
に
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
寺
子
屋
が
存
在
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
判
然
と
し
な
い
。

　
『
摂
陽
奇
観
』
に
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
時
に
す
で
に
二
五
〇
〇
軒
余
り
の

寺
子
屋
が
あ
っ
た
と
記
し④
、
庶
民
教
育
の
普
及
ぶ
り
を
物
語
る
が
、
あ
ま
り
に
多
い

感
が
あ
る
。
明
治
一
六
年
に
文
部
省
が
調
査
を
命
じ
、
そ
の
デ
ー
タ
を
編
纂
し
た
『
日

本
教
育
史
資
料
』
に
よ
る
と
、
旧
大
坂
三
郷
に
あ
た
る
大
阪
市
部
四
区
で
は
私
塾
八
・

寺
子
屋
八
一
を
数
え
る⑤
。
た
だ
、
私
塾
と
寺
子
屋
の
分
類
基
準
が
曖
昧
で
、
中
井
竹

山
の
懐
徳
堂
や
篠
崎
小
竹
の
塾
な
ど
も
寺
子
屋
に
含
め
て
い
る
の
は
違
和
感
を
覚
え

る
が
、
両
方
を
合
わ
せ
た
と
し
て
も
一
〇
〇
に
満
た
な
い
。

　

だ
が
、
乙
竹
岩
造
著
『
日
本
庶
民
教
育
史
』
に
は
、
渡
世
と
し
て
開
業
し
て
い
た

も
の
が
平
均
二
町
に
一
軒
ぐ
ら
い
の
割
合
で
存
在
し
て
い
た
と
い
う
報
告
が
あ
り⑥
、

そ
れ
に
基
づ
く
と
、
大
坂
三
郷
の
町
数
は
計
六
二
〇
な
の
で
、
三
〇
〇
軒
ほ
ど
の
私

塾
・
寺
子
屋
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

籠
谷
次
郎
は
自
治
体
・
学
校
の
史
誌
類
を
基
軸
と
し
た
人
物
誌
・
伝
記
、
さ
ら
に
墓

碑
な
ど
の
調
査
か
ら
、
旧
大
坂
市
中
の
私
塾
・
寺
子
屋
計
二
七
一
を
確
認
し
た⑦
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
中
に
華
房
塾
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
『
日
本
教
育
史
資
料
』
の
寺
子
屋
表
で
は
、「
花
月
堂
」
と
い
う
塾
名
で
華
房
塾
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
調
査
年
代
は
明
治
四
年
で
あ
る
。
学
科
は
読
書
と
算
術
、
所
在

地
は
「
靭
上
通
一
丁
目
」、
慶
応
元
年
の
開
業
で
廃
業
明
治
五
年
と
な
っ
て
い
る
。
教

師
は
男
性
一
名
、
生
徒
は
男
子
三
〇
名
・
女
子
二
〇
名
、
師
匠
（
習
字
師
）
の
氏
名

は
「
花
房
佐
一
郎
」
で
、
身
分
は
「
医
」
で
あ
っ
た
。

　

寺
子
屋
表
に
基
づ
い
て
旧
大
坂
三
郷
の
寺
子
屋
八
一
家
を
概
観
す
る
と
、
学
科
は

習
字
・
読
書
・
算
術
の
三
科
目
が
主
流
で
あ
り
、
男
女
合
計
の
生
徒
数
は
二
五
名
か

ら
五
〇
〇
名
に
及
び
、
平
均
は
一
二
二
名
で
あ
る
。
乙
竹
は
独
自
調
査
で
、
最
多
五

〇
〇
名
の
寺
子
を
擁
す
る
瀧
川
彌
兵
衛
の
「
香
具
山
文
華
堂
」（
日
本
橋
筋
二
丁
目
）、

四
六
〇
名
の
小
野
東
九
郎
の
「
青
雲
堂
」（
南
久
太
郎
町
四
丁
目
）
に
つ
い
て
は
確
証

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
、
生
徒
数
に
よ
っ
て
寺
子
屋
を
大
規
模
型
（
約



三
七

二
〇
〇
名
）・
中
規
模
型
（
約
一
五
〇
名
）・
小
規
模
型
（
二
〇
～
六
〇
名
程
度
）
と

分
類
し
て
い
る⑧
。
こ
れ
に
基
づ
く
と
華
房
塾
は
小
規
模
型
と
な
る
が
、
安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
に
古
市
近
隣
の
在
郷
町
富
田
林
の
酒
造
家
、
佐
渡
屋
仲
村
家
の
娘
、
慶
が

入
塾
し
た
時
に
は
一
二
〇
人
ほ
ど
の
寺
子
・
寄
宿
生
が
お
り⑨
、
中
程
度
の
規
模
で
あ

っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
仲
村
家
で
は
慶
に
先
ん
じ
て
、
姉
の
と
く
が
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

八
月
に
九
歳
で
華
房
塾
に
入
門
し
て
い
る
。
そ
の
お
り
、
姉
妹
の
兄
で
佐
渡
屋
の
当

主
で
あ
っ
た
仲
村
信
道
は
、
日
記
に
「
仕
込
方
大
ニ
よ
ろ
し
く
由
ニ
有
之
候
事
」
と

書
い
て
い
て⑩
、
華
房
塾
の
評
判
が
よ
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
彼
ら
き
ょ
う
だ

い
の
亡
父
信
憶
は
、
大
和
五
条
の
増
田
家
か
ら
仲
村
家
に
養
子
に
来
た
人
で
、
信
憶

の
実
弟
も
古
市
の
両
替
商
、
銀
屋
清
水
家
に
入
家
し
て
い
た⑪
。
華
房
塾
に
は
清
水
家

の
娘
い
く
が
す
で
に
寄
宿
し
て
お
り
、
と
く
の
入
塾
は
同
家
の
紹
介
で
あ
っ
た
と
い

う
。
当
時
か
ら
華
房
塾
は
、
口
コ
ミ
で
南
河
内
に
も
名
の
聞
こ
え
た
寺
子
屋
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

⑵　

華
房
塾
の
人
々
と
所
在

　

華
房
家
の
家
族
構
成
や
所
在
地
に
関
し
て
は
、
不
明
な
部
分
が
多
い
。
た
づ
が
大

坂
で
寄
宿
し
て
い
た
当
時
、
師
家
に
は
華
房
薗
生
・
佐
一
郎
（
佐
市
郎
）・
ら
く
の
三

教
師
が
い
た
。
塾
の
経
営
者
は
薗
生
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
佐
一
郎
（
佐
市
郎
）
は
、

寺
子
屋
表
に
現
れ
る
「
花
房
佐
一
郎
」
そ
の
人
で
あ
る
。

　

花
房
薗
生
は
女
性
で
あ
り
、
国
学
に
長
じ
て
い
た
ら
し
い
。
安
政
六
年
（
一
八
五

九
）
刊
の
『
国
学
人
物
志
初
編
』
に
「
園
生
女
」
と
し
て
見
え
、
大
坂
在
住
で
「
花

房
藤
兵
衛
妻
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る⑫
。
こ
の
書
物
は
、
著
名
歌
人
の
大
田
垣
蓮
月
以

外
、
登
場
す
る
女
性
に
は
名
前
や
号
の
後
に
「
女
」
か
、
尼
僧
に
は
「
尼
」
の
字
が

添
え
ら
れ
て
お
り
、
薗
生
が
女
性
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
仲
村
信
道
の
日
記

に
よ
る
と
、
嘉
永
年
間
に
と
く
が
師
事
し
た
の
は
尼
で
あ
っ
た
と
い
う⑬
。
薗
生
を
法

名
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、「
国
学
人
物
志
初
編
」
で
は
「
園
生
女
」
で
あ
っ
て
「
園

生
尼
」
で
は
な
い
の
で
、
仏
門
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
夫

の
藤
兵
衛
は
史
料
に
現
れ
ず
、
嘉
永
～
安
政
頃
の
生
死
は
不
明
で
あ
る
。

　

薗
生
は
書
家
と
し
て
も
早
く
か
ら
頭
角
を
現
し
て
い
た
よ
う
だ
。
天
保
八
年
（
一

八
三
七
）
刊
の
『
続
浪
華
郷
友
録
』
に
は
二
五
名
の
書
家
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
「
花
房
薗
生
」
が
お
り
、「
群
芳
堂
」
と
号
し
て
、
住
所
は
「
靭
」
で
あ

る⑭
。
天
保
八
年
当
時
、
す
で
に
名
を
成
す
ほ
ど
の
年
齢
だ
と
す
る
と
、
安
政
六
年
に

た
づ
が
入
塾
し
た
時
は
か
な
り
の
年
配
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
一
八
〇

〇
年
前
後
、
寛
政
末
か
ら
享
和
頃
の
生
ま
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
た
づ
は
家
族
宛
て
の
書
状
の
中
で
、「
大
師
匠
」「
若
師
匠
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
い
る⑮
。
お
そ
ら
く
大
師
匠
は
薗
生
、
若
師
匠
は
跡
継
ぎ
の
佐
一
郎
で
あ
ろ

う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、「
佐
一
郎
さ
ん
」
と
も
書
い
て
い
る
の
で
（【
Ｂ
：
⑦
】）、

た
づ
が
直
接
師
事
し
た
人
物
で
は
な
く
、
年
齢
的
に
も
か
な
り
若
い
印
象
を
受
け
る
。

ま
た
、
た
づ
が
通
常
、
師
匠
と
呼
ん
で
い
た
の
は
、
主
に
裁
縫
を
指
導
し
て
も
ら
っ

た
華
房
ら
く
の
こ
と
で
あ
る
。

　

佐
一
郎
に
つ
い
て
は
、
文
久
元
年
か
ら
翌
年
五
月
半
ば
に
か
け
て
、
病
気
療
養
の

た
め
に
里
へ
帰
っ
て
い
る
の
で
（【
Ｂ
：
⑦
】）、
薗
生
の
実
子
で
は
な
く
養
子
と
思
わ

れ
る
。
寺
子
屋
表
で
花
月
堂
の
開
業
が
慶
応
元
年
で
あ
る
の
は
、
こ
の
年
に
塾
の
経

営
者
が
薗
生
か
ら
佐
一
郎
へ
代
替
わ
り
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
身
分
が
「
医
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
医
師
番
付
に
載
る
よ
う
な
町
請
医
師
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
ど
の
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程
度
の
医
業
を
行
っ
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
華
房
家
で
は
薗
生
の
代
に
も
副
業

で
薬
を
扱
っ
て
い
て
、
販
促
の
た
め
に
入
塾
生
の
伝
手
も
期
待
し
て
お
り
（【
Ａ
：

②
】）、
佐
一
郎
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

華
房
ら
く
に
つ
い
て
は
、
薗
生
と
連
名
の
書
状
が
あ
り
（【
Ａ
：
④
】）、
佐
一
郎
よ

り
目
上
の
女
性
ら
し
い
。
西
谷
家
所
蔵
の
古
い
過
去
帳
に
は
「
田
鶴
師
匠
ナ
リ
」
と

し
て
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
二
二
日
に
五
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
見

え
る⑯
。
す
る
と
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
生
ま
れ
と
な
り
、
年
齢
か
ら
し
て
薗

生
の
妹
（
義
理
も
含
む
）
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
仲
村
と
く
が
寄
宿
し
た
の
は
、
寺
子
屋
表
の
記
載
に
合
う
「
大
坂
新

う
つ
ぼ
町
」
の
華
房
塾
だ
っ
た
が
、
た
づ
の
場
合
は
靭
の
塾
で
は
な
い
。
安
政
六
年

九
月
一
八
日
付
で
実
家
か
ら
送
ら
れ
た
書
状
の
宛
先
は
「
心
斎
橋
筋
あ
づ
ち
町
西
へ

入
南
か
わ　

華
房
御
氏
様
」
と
な
っ
て
い
る⑰
。
ま
た
、
前
出
の
過
去
帳
に
も
「
大
坂

安
土
町
花
房
ら
く
」
と
あ
り
、
靭
と
は
異
な
る
。
書
状
の
宛
先
住
所
は
、
本
願
寺
津

村
別
院
（
北
御
堂
）
の
す
ぐ
東
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
相
当
す
る
。
一
方
、
靭
は
別
院
の

一
ブ
ロ
ッ
ク
西
に
あ
る
西
横
堀
を
渡
っ
て
、
さ
ら
に
西
に
位
置
す
る
。
寺
子
屋
表
に

見
え
る
華
房
塾
の
所
在
地
、
靭
上
通
一
丁
目
と
安
土
町
の
住
所
は
、
直
線
距
離
で
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
華
房
家
の
別
宅
が
安
土

町
に
あ
り
、
靭
に
は
薗
生
が
住
ん
で
寺
子
を
教
え
、
安
土
町
に
は
ら
く
が
い
て
、
主

に
裁
縫
を
教
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

⑶　

西
谷
家
文
書
中
の
華
房
塾
史
料

　

西
谷
家
文
書
に
含
ま
れ
る
華
房
塾
関
係
の
史
料
は
三
七
点
あ
り
、
横
帳
形
式
の
三

点
を
除
く
他
は
す
べ
て
書
状
形
式
で
あ
る
。【
Ａ
】
華
房
家
か
ら
西
谷
家
に
宛
て
た
も

の
五
点
、
華
房
家
か
ら
西
谷
家
近
隣
の
銀
屋
清
水
家
に
宛
て
た
も
の
一
点
の
計
六
点
、

【
Ｂ
】
た
づ
の
寄
宿
時
に
母
あ
い
（
へ
い
）・
姉
さ
く
と
た
づ
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た

も
の
二
八
点
（
内
一
五
点
は
安
政
六
年
時
、
一
三
点
は
文
久
二
年
時
）、【
Ｃ
】
西
谷

家
か
ら
の
送
金
と
寄
宿
に
か
か
っ
た
諸
経
費
に
つ
い
て
記
録
し
た
横
帳
三
点
で
あ
る
。

こ
の
三
七
点
中
、
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
【
Ｂ
】
の
内
の
一
三
点
で
あ
り
、
本

稿
で
は
そ
れ
以
外
の
二
四
点
す
べ
て
を
翻
刻
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

文
書
の
料
紙
は
、【
Ｂ
：
⑩
】
の
書
状
が
上
端
を
紅
で
染
め
て
い
る
以
外
、
装
飾
の

な
い
白
無
地
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
姉
さ
く
が
寄
宿
し
た
堺
の
河
邊
塾
の
史
料

と
異
な
り
、
関
係
書
類
を
一
括
に
し
て
保
存
す
る
な
ど
の
配
慮
は
な
く
、
西
谷
家
の

あ
ち
こ
ち
か
ら
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
見
つ
か
っ
た
。

　

華
房
家
か
ら
出
さ
れ
た
書
状
（【
Ａ
】）
の
差
出
名
は
「
華
房
」「
華
房
薗
生
」「
華

房
薗
生
・
ら
く
」
で
あ
り
、【
Ａ
：
③
】【
Ｂ
：
⑭
】
の
封
紙
に
は
「
華
房
佐
市
郎
」

の
差
出
名
が
あ
る
。「
華
房
」
名
の
書
状
【
Ａ
：
①
⑤
⑥
】
の
文
体
は
通
常
の
候
文

で
、
形
の
整
っ
た
行
書
で
あ
り
、【
Ｃ
：
①
②
】
の
横
帳
の
筆
跡
と
も
共
通
す
る
。

　

一
方
、
薗
生
や
ら
く
の
名
が
あ
る
書
状
は
多
分
に
女
筆
の
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
に

関
し
て
、
当
関
西
大
学
博
物
館
古
文
書
室
所
蔵
津
田
秀
夫
文
庫
中
に
あ
る
旗
本
浅
野

隼
人
関
係
文
書
に
も
、
浅
野
家
の
大
坂
御
用
場
を
務
め
た
商
家
、
天
王
寺
屋
松
井
家

の
光
（
美
津
）
に
宛
て
た
華
房
薗
生
か
ら
の
祝
儀
・
進
物
礼
状
が
五
点
含
ま
れ
て
い

る⑱
。
光
本
人
ま
た
は
彼
女
の
親
族
が
華
房
塾
に
在
籍
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
状
も
女
筆
で
あ
っ
て
、
内
一
点
は
、
ら
く
の
代
筆
で
あ
る
こ

と
を
明
記
し
て
い
る
。
薗
生
名
の
書
状
と
ら
く
の
手
に
な
る
も
の
は
筆
跡
が
酷
似
し

て
お
り
、
西
谷
家
に
残
っ
た
も
の
も
含
め
、
区
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

　

問
題
は
「
華
房
」
名
の
書
状
、「
華
房
佐
市
郎
」
名
の
封
紙
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
記
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さ
れ
た
「
華
房
」
の
崩
し
字
は
女
筆
の
そ
れ
と
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
文
体
は
異

な
り
、
女
筆
の
方
が
や
や
草
書
に
近
い
が
、
全
体
の
雰
囲
気
は
共
通
し
て
い
る
。【
Ｃ
：

①
②
】
の
横
帳
も
含
め
、
薗
生
あ
る
い
は
ら
く
が
、
通
常
の
私
信
と
、
請
書
・
帳
簿

な
ど
事
務
的
な
文
書
と
、
内
容
に
よ
っ
て
書
き
分
け
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

ま
た
、
封
紙
の
差
出
人
名
を
「
華
房
佐
市
郎
」
と
し
て
い
る
の
は
、
塾
の
次
期
当
主

と
し
て
の
地
位
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
河
内
枚
方
宿
の
豪
農
、
柴
屋
中
島
家
に
も
、
当
主
の

中
島
九
右
衛
門
宛
て
の
薗
生
の
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る⑲
。
こ
ち
ら
は
、
男
性
の
書
状

と
見
ま
ご
う
ほ
ど
の
硬
い
候
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
筆
跡
は
西
谷
家
の
書
状
と
同

じ
で
あ
る
。
薗
生
は
、
宛
先
が
男
性
か
女
性
か
に
よ
っ
て
文
体
を
変
え
て
お
り
、
さ

す
が
は
往
来
物
を
熟
知
し
た
寺
子
屋
師
匠
で
あ
る
。

　

一
方
、
西
谷
家
の
母
娘
・
姉
妹
間
の
書
状
（【
Ｂ
】）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本

人
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
さ
く
の
寄
宿
時
と
同
様
、
使
い
の
者
が
荷
物

や
差
し
入
れ
の
品
を
持
っ
て
往
復
す
る
際
に
持
た
せ
た
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
た
づ
の
書
状
の
い
く
つ
か
は
次
の
よ
う
な
略
封
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
文

を
書
い
た
後
で
文
字
面
が
外
に
出
る
よ
う
に
右
端
か
ら
巻
き
、
文
末
に
来
る
と
さ
ら

に
白
紙
部
分
で
一
巻
き
し
て
紙
を
切
り
、
巻
き
終
わ
り
が
中
央
に
来
る
よ
う
に
平
た

く
押
し
潰
す
。
表
に
宛
先
（
脇
付
も
含
む
）
と
自
分
の
名
前
を
上
下
に
書
く
。
そ
し

て
、
裏
返
し
て
巻
き
終
わ
り
に
〆
封
を
し
て
、
そ
の
真
下
に
日
付
を
書
く
。
す
る
と
、

書
状
を
披
け
ば
〆
と
日
付
が
縦
半
分
に
割
れ
、
差
出
・
宛
先
の
左
右
に
現
れ
る
こ
と

に
な
る
。
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
状
態
を
活
字
で
表
現
す
る
こ
と
は
困
難
な
の

で
、
〆
と
日
付
は
書
状
の
最
後
に
置
く
こ
と
に
し
た
。

二　

西
谷
た
づ
の
入
塾
と
寄
宿
生
活

⑴　

た
づ
の
入
塾

　

西
谷
家
の
次
女
た
づ
が
生
ま
れ
た
の
は
、
長
女
さ
く
誕
生
の
翌
年
、
天
保
一
四
年

（
一
八
四
三
）
五
月
二
二
日
夜
子
の
下
刻
、
つ
ま
り
翌
二
三
日
午
前
〇
時
を
回
っ
て
か

ら
で
あ
る⑳
。
当
時
、
父
三
代
平
右
衛
門
は
四
六
歳
、
母
あ
い
は
三
四
歳
に
な
っ
て
い

た
。
家
を
継
ぐ
べ
き
男
子
の
誕
生
で
な
か
っ
た
こ
と
に
、
両
親
は
失
望
を
禁
じ
え
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

た
づ
は
嘉
永
六
～
七
年
（
一
八
五
三
～
五
四
）、
さ
く
と
共
に
近
所
の
寺
子
屋
師
匠

森
田
嘉
兵
衛
の
も
と
で
手
習
い
し
て
い
た
が
、
さ
く
が
堺
へ
行
っ
て
い
る
間
も
続
け

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
づ
の
記
名
の
あ
る
習
字
手
本
を
調
べ
る
と
、
天
筆
（
書
初

め
）
用
が
五
点
、
七
夕
用
が
四
点
残
さ
れ
て
い
る
の
で㉑
、
少
な
く
と
も
通
算
五
年
は

通
塾
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
姉
の
寄
宿
を
羨
ま
し
が
っ
て
い
た
の
で
、
向
学
心
に

燃
え
る
子
供
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

た
づ
の
華
房
塾
寄
宿
は
前
後
二
度
に
わ
た
り
、
一
度
目
が
数
え
年
一
七
歳
で
安
政

六
年
八
月
二
五
日
か
ら
一
一
月
二
七
日
ま
で
、
二
度
目
が
二
〇
歳
で
文
久
二
年
五
月

八
日
か
ら
六
月
三
、
四
日
ま
で
で
あ
る
。
さ
く
が
一
二
歳
で
堺
の
河
邊
塾
へ
寄
宿
し

た
の
と
比
べ
る
と
随
分
遅
い
入
塾
で
あ
り
、
通
常
の
寺
入
り
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

長
女
と
次
女
の
立
場
の
違
い
、
姉
妹
に
対
す
る
両
親
の
期
待
の
差
が
見
て
取
れ
る
。

　

さ
く
の
場
合
は
長
女
で
あ
り
、
家
付
き
娘
と
し
て
婿
養
子
を
と
っ
て
家
を
継
ぐ
の

が
順
当
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
夫
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
、

五
年
ほ
ど
地
元
で
の
基
礎
教
育
の
後
、
識
字
と
算
盤
を
さ
ら
に
仕
込
む
目
的
で
堺
に

寄
宿
さ
せ
た
。
妹
の
方
は
二
番
手
で
あ
り
、
万
一
の
場
合
に
姉
の
身
代
わ
り
と
な
る
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こ
と
は
あ
っ
て
も
、
さ
ほ
ど
の
緊
急
性
・
必
要
性
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
、
姉
に
続
い
て
す
ぐ
に
都
市
部
の
寺
子
屋
に
入
門
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

さ
く
は
退
塾
後
の
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
、
和
泉
国
大
鳥
郡
踞
尾
村
の
藤

井
格
之
介
を
婿
養
子
に
迎
え
た
。
格
之
介
は
西
谷
家
の
次
期
当
主
と
し
て
「
平
」
の

字
を
も
ら
い
、
西
谷
平
三
郎
と
改
名
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
当
然
た
づ
は
嫁
に
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
く
の
よ
う
に
学
力
を
向
上
さ
せ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

た
づ
に
は
そ
れ
以
上
に
、
女
性
と
し
て
第
一
に
た
し
な
む
べ
き
技
術
で
あ
る
裁
縫
を

仕
込
む
必
要
が
あ
っ
た㉒
。
富
田
林
の
仲
村
と
く
も
華
房
塾
で
の
約
五
年
間
に
わ
た
る

教
育
を
終
え
た
後
、
裁
縫
を
教
え
る
下
女
を
雇
っ
て
家
で
稽
古
し
て
い
る㉓
。

　

儒
教
の
家
庭
道
徳
に
お
い
て
、
衣
服
の
製
作
・
管
理
を
学
ぶ
こ
と
は
、
実
用
的
な

知
識
・
技
術
、
美
意
識
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
家
族
へ
の
愛
情
・
献
身
・
従
順
や
、

清
潔
・
勤
労
・
倹
約
な
ど
の
婦
徳
を
涵
養
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
人
間
形
成
の
道

で
あ
る
と
さ
れ
た㉔
。
女
性
の
「
仕
事
」
と
い
え
ば
「
針
仕
事
」
を
指
し
て
い
た
時
代
、

他
家
へ
嫁
ぐ
女
性
は
婚
家
の
人
々
の
た
め
に
着
物
を
仕
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
花
嫁
修

業
と
し
て
い
っ
そ
う
裁
縫
技
術
を
身
に
つ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
づ
が
年
長
で

大
坂
へ
寄
宿
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
づ
の
入
塾
に
も
、
仲
村
家
の
場
合
と
同
様
、
銀
屋
清
水
家
が
関
わ
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
清
水
家
は
西
谷
家
の
西
側
近
く
に
位
置
し
、
昵
懇
の
間
柄
で
あ
る
。

清
水
い
く
が
嘉
永
初
年
頃
に
寄
宿
し
て
お
り
、
ま
た
、
一
度
目
の
た
づ
在
塾
時
に
も

清
水
家
の
娘
が
一
緒
で
あ
る
。
こ
の
娘
は
た
づ
よ
り
年
下
の
よ
う
で
、
年
齢
的
に
見

て
、
い
く
の
妹
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
清
水
家
を
通
じ
て
、
仲
村
家
で

も
、
と
く
に
続
い
て
妹
の
慶
が
安
政
五
年
二
月
に
華
房
塾
へ
入
っ
た
こ
と
も
聞
き
知

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
清
水
家
・
仲
村
家
と
い
っ
た
良
家
の
娘
た
ち
が
次
々
寄
宿
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
大
坂
に
は
懇
意
に
し
て
い
る
今
橋
通
四
丁
目
の
商
家
、
長
谷

川
家
や
同
家
に
出
入
り
の
中
島
屋
が
あ
り㉕
、
安
土
町
の
河
邊
塾
と
も
近
い
こ
と
で
何

か
と
心
強
く
、
西
谷
家
と
し
て
も
安
心
し
て
た
づ
の
寄
宿
先
に
華
房
塾
を
選
ん
だ
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

安
政
六
年
三
月
、
母
あ
い
と
さ
く
・
た
づ
姉
妹
は
供
を
連
れ
、
一
三
日
間
か
け
て

伊
勢
参
り
に
出
か
け
た㉖
。
外
の
世
界
に
出
て
見
聞
を
広
め
、
母
娘
三
人
水
入
ら
ず
の

旅
を
楽
し
ん
だ
後
、
八
月
二
五
日
に
た
づ
は
華
房
塾
に
入
っ
た
。
お
り
悪
し
く
大
坂

で
は
前
年
に
続
い
て
コ
レ
ラ
が
七
月
初
め
か
ら
流
行
し
た
た
め
、
そ
れ
が
下
火
に
な

る
の
を
待
っ
て
大
坂
に
出
た
と
思
わ
れ
る㉗
。【
Ａ
：
①
】
は
入
塾
時
に
届
け
ら
れ
た
た

づ
の
荷
物
の
請
書
で
あ
る
。
姉
さ
く
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
小
箪
笥
や
文
箱
、
蒲

団
な
ど
共
通
す
る
も
の
が
多
い
が
、
机
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
た
づ
の
場
合

は
通
常
の
寺
入
り
と
は
異
な
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

⑵　

た
づ
の
修
業

　

華
房
塾
で
の
た
づ
の
修
業
の
主
要
部
分
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
裁
縫
技
術
の
習
得
・

向
上
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
裁
縫
の
師
匠
は
華
房
ら
く
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

入
塾
時
に
、「
華
房
様
の
御
内
」
で
縫
物
を
習
い
た
い
旨
を
頼
み
込
み
、「
さ
し
ぬ
い
」

で
よ
け
れ
ば
と
、
承
諾
を
得
て
い
る
（【
Ｂ
：
①
】）。
刺
し
縫
い
は
日
本
刺
繍
の
技
法

と
思
わ
れ
る
の
で
、
着
物
の
仕
立
て
以
外
に
も
刺
繍
や
小
物
手
芸
の
指
導
を
受
け
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
守
貞
漫
稿
』
に
よ
る
と
、
京
坂
の
女
子
は
一
三
、
一
四
歳
ま
で
は
手
習
い
を
さ

せ
、
そ
の
後
は
縫
物
の
師
家
に
通
わ
せ
る
と
い
う㉘
。
し
か
し
、
華
房
塾
も
、
さ
く
の

寄
宿
し
た
河
邊
塾
も
、
寺
子
屋
で
裁
縫
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
寺
子
屋
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と
「
縫
物
師
匠
」
は
別
個
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
、
寺
子
屋

表
で
は
、
華
房
塾
も
河
邊
塾
同
様
に
裁
縫
の
学
科
は
な
い
。
旧
大
坂
三
郷
に
所
在
し

た
八
一
の
寺
子
屋
の
内
、
女
性
の
主
宰
者
は
菅
原
ミ
キ
（
玄
水
堂
、
西
長
堀
南
通
四

丁
目
）、
松
村
ツ
子
（
靭
中
通
一
丁
目
）、
大
蔵
三
輪
（
洋
々
軒
、
北
堀
江
通
二
丁
目
）、

田
谷
ハ
ル
（
所
在
不
詳
）
の
わ
ず
か
四
名
で
あ
り
、
裁
縫
を
学
科
に
掲
げ
て
い
る
の

は
田
谷
塾
だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
寺
子
屋
で
指
導
す
る
総
教
師
数
は
一
〇
五
名

で
、
こ
の
内
一
七
名
は
女
性
教
師
で
あ
る
。
読
み
書
き
算
盤
を
中
心
に
教
え
る
寺
子

屋
で
は
、
裁
縫
は
独
立
し
た
学
科
と
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
女
性
教

師
や
師
家
の
女
性
た
ち
が
、
広
く
女
生
徒
向
け
に
指
導
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。

　

た
づ
は
入
塾
早
々
、
急
ぎ
の
仕
立
物
と
し
て
実
家
よ
り
生
地
な
ど
の
材
料
を
送
っ

て
も
ら
い
、
師
匠
用
に
米
沢
織
の
綿
入
半
纏
（
は
ん
ち
ゃ
）
と
父
の
細
帯
を
手
掛
け

て
い
る
（【
Ｂ
：
③
】）。
彼
女
の
場
合
、
森
田
塾
で
の
手
習
い
を
終
え
て
か
ら
、
お
そ

ら
く
家
で
母
が
裁
縫
を
一
通
り
教
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
元
で
縫
物
師
匠
に
つ

い
た
と
い
う
記
録
は
未
見
で
あ
る
。
華
房
ら
く
の
元
で
は
、
着
物
の
仕
立
て
が
よ
り

迅
速
に
美
し
く
で
き
る
よ
う
に
腕
を
磨
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
併
せ
て
生
活
に
潤
い

を
も
た
ら
す
各
種
の
手
芸
を
習
得
し
て
い
た
。

　

た
づ
の
仕
立
物
は
、
帷
子
、
単
・
袷
の
長
着
、
羽
織
、
被
布
、
綿
入
半
纏
、
帯
と
、

ほ
ぼ
和
服
全
般
に
わ
た
り
、
生
地
に
つ
い
て
は
絹
物
も
多
く
、
縮
緬
・
絽
な
ど
特
別

な
技
術
を
要
す
る
も
の
も
見
え
る
。
彼
女
は
師
匠
の
仕
事
や
母
・
姉
用
の
着
物
、
古

市
の
庄
屋
森
田
家
よ
り
依
頼
の
仕
立
物
を
次
々
こ
な
し
て
お
り
、
は
る
（
今
橋
の
長

谷
川
治
か
）
か
ら
も
羽
織
と
絹
の
女
物
の
仕
立
て
を
頼
ま
れ
る
な
ど
、
す
で
に
一
人

前
の
裁
縫
の
知
識
・
技
術
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

手
芸
と
し
て
は
、
御
守
袋
、
腰
下
げ
（
巾
着
の
類
か
）、
底
付
の
袋
、
肘
も
た
れ
な

ど
を
製
作
し
、
組
紐
も
習
っ
て
い
る
。
た
づ
が
実
家
に
送
っ
た
手
作
り
の
細
工
物
は

母
や
姉
を
喜
ば
せ
、
日
々
の
生
活
に
心
配
事
の
多
い
母
は
、
そ
れ
を
取
り
出
し
て
眺

め
る
こ
と
で
心
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
て
い
た㉙
。
だ
が
、
た
づ
は
着
物
の
仕
立
て
と
手
芸

に
相
当
根
を
詰
め
て
い
た
よ
う
で
、
肩
凝
り
・
頭
痛
や
歯
茎
の
腫
れ
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
（【
Ｂ
：
⑧
⑩
】）。
母
あ
い
は
た
づ
の
肩
凝
り
を
心
配
し
、「
随
分
〳
〵
お
ま
い

た（
達
者
）
し
や
に
、
か
た
こ
ら
ぬ
様
、
そ
れ
か
私
し
ゑ
こ（

孝

行

）

う
〳
〵
に
御
座
候
」㉚

な
ど
と
願
っ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
母
は
「
ぬ
い
物
の
間
に
な（

鳴

）り物
始
、
手
習
も
さ
ら
へ
さ
し
て
も
ら
」

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
（【
Ｂ
：
③
】）。
裁
縫
を
優
先
し
つ
つ
も
、
合
間
に
は
音
曲

の
稽
古
を
始
め
、
寺
子
屋
本
来
の
教
育
も
受
け
る
よ
う
、
た
づ
に
勧
め
た
。
姉
の
さ

く
も
妹
に
、「
か
へ
す
〳
〵
も
御
師
匠
様
の
仰
、
色
〳
〵
の
け
い
こ
事
よ
く
〳
〵
覚
て

御
帰
り
を
、
楽
し
み
待
ま
い
ら
せ
候
」
と
励
ま
し
て
い
る㉛
。
た
づ
は
そ
れ
ら
の
期
待

に
答
え
、
師
匠
に
琴
・
三
味
線
を
習
い
、
夜
分
に
手
習
い
を
し
て
い
る㉜
。
ま
た
、
大

師
匠
（
薗
生
）・
若
師
匠
（
佐
一
郎
）、
他
の
子
た
ち
と
香
を
聞
き
、
茶
席
で
は
客
を

務
め
、
若
師
匠
の
御
手
前
で
御
茶
を
い
た
だ
く
な
ど㉝
、
文
化
的
な
素
養
を
磨
く
機
会

も
あ
っ
た
。

　
【
Ｂ
：
④
】
の
母
の
書
状
に
は
、
師
匠
と
た
づ
か
ら
の
書
状
を
受
け
取
っ
た
と
し
た

う
え
で
、
女
大
学
の
講
釈
は
あ
り
が
た
く
、
わ
が
身
の
側
に
置
く
こ
と
は
嬉
し
い
な

ど
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
た
づ
が
華
房
塾
で
女
大
学
に
つ
い
て
聴
講
し
て
い
る
の
を

書
い
て
寄
こ
し
た
こ
と
に
対
し
て
の
コ
メ
ン
ト
と
思
わ
れ
、
寺
子
屋
で
の
女
子
教
育

の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑶　

た
づ
の
寄
宿

　

安
政
六
年
の
寄
宿
は
清
水
家
の
娘
と
一
緒
だ
っ
た
が
、
文
久
二
年
時
に
は
一
人
で

入
塾
し
た
よ
う
で
、
ほ
か
に
二
名
の
寄
宿
生
が
い
た
と
い
う
（【
Ｂ
：
⑦
】）。
二
人
が

家
に
帰
っ
て
私
一
人
に
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
よ
け
い
に
得
だ
、
と
本
音
を
の
ぞ
か
せ

て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
こ
の
三
名
は
共
に
安
土
町
の
家
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ

る
。
た
づ
は
、
古
市
の
ヱ
ソ
屋
か
ら
送
ら
れ
た
ゆ
す
ら
梅
を
他
の
子
供
た
ち
に
も
あ

げ
、
仲
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
（【
Ｂ
：
⑧
】）。

　

た
づ
の
実
家
か
ら
は
、
出
入
り
の
卯
八
や
下
男
の
孫
八
が
度
々
使
者
と
な
り
、
衣

類
な
ど
の
届
け
物
や
差
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
母
の
一
番
の
心
配
は
た
づ
の
お
腹

の
具
合
い
で
、
胃
腸
病
予
防
の
練
り
薬
を
欠
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
近
在
誉
田
村

の
医
家
、
久
下
氏
に
調
合
し
て
も
ら
い
送
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
河
邊
塾
の
場
合
と
同
様
、
師
家
へ
も
数
々
の
差
し
入
れ
・
贈
り
物
が
あ
っ

た
こ
と
は
、「
毎
事
珍
ら
し
き
御
品
御
恵
贈
被
下
、
皆
〳
〵
厚
く
悦
入
候
」
と
の
薗
生

名
の
書
状
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（【
Ａ
：
③
】）。
西
谷
家
で
は
、
た
づ
が
寄
宿
し
て

い
な
い
文
久
元
年
に
も
贈
り
物
を
し
て
お
り
、
八
月
に
「
か
き
が
ち
ん
」（
か
き
餅
）

（【
Ｂ
：
⑪
】）、
一
〇
月
に
小
豆㉞
の
こ
と
が
見
え
る
。
寄
宿
中
の
文
久
二
年
五
月
に
は

エ
ン
ド
ウ
豆
（【
Ｂ
：
⑦
】）、
同
二
三
日
に
は
た
づ
の
誕
生
日
の
お
祝
い
で
赤
飯
と
赤

味
噌
を
進
上
し
て
い
る㉟
。
ま
た
、
半
夏
生
に
は
「
い
し
い
し
」（
団
子
）
を
差
し
上
げ

る
つ
も
り
で
い
た
と
こ
ろ
（【
Ｂ
：
⑫
⑬
】）㊱
、
こ
れ
は
麻
疹
流
行
の
影
響
で
沙
汰
止
み

に
な
っ
た
。
同
家
は
南
河
内
農
村
部
の
利
点
を
生
か
し
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
自
家
製

の
農
産
物
や
加
工
品
を
贈
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
づ
の
寄
宿
は
二
度
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
安
政
六
年
の
退
塾
前
、
母
は
「
誠
に

〳
〵
結
構
成
御
し（

師

匠

）

ゆ
し
よ
様
ゆ
へ
ニ
や
ま
〳
〵
御
嬉
し
く
、
来
春
も
勝
て（
手
）あ
し
く
共
、

お
ま
い
を
ま
だ
〳
〵
御
世
話
様
ニ
相
成
つ
も
り
」（【
Ｂ
：
④
】）
で
、「
春
ハ
又
私
か

送
り
参
」（【
Ｂ
：
⑤
】）
る
予
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
、
さ
く
の
夫
平
三

郎
が
偽
印
で
借
金
を
重
ね
、
店
の
金
を
使
い
込
む
事
件
が
発
覚
し
た㊲
。
母
は
離
れ
て

暮
ら
す
た
づ
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
、
家
内
の
状
況
を
知
ら
せ
る
際
も
「
在
所
の
事

ハ
け
し
て
〳
〵
御
あ
ん
し
御
無
用
、
…
…
ま
す
〳
〵
何
か
つ（
都
）合

、
よ
き
ほ
う
に
御
座

候
ゆ
へ
」㊳

な
ど
と
希
望
的
に
書
き
添
え
、
た
づ
の
方
も
心
労
の
重
な
る
母
と
姉
を
気

遣
い
、「
か
へ
す
〳
〵
も
御
あ
な
様
、
ね
い
さ
ん
、
御
つ
か
れ
遊
さ
ぬ
よ
う
、
い
の
り

上
、
私
も
ま
い
朝
、
氏
神
様
と
お
天
神
様
、
御
礼
致
て
お
り
候
」㊴

と
書
き
送
っ
て
い

る
。
母
娘
・
姉
妹
の
情
愛
の
深
さ
が
文
字
を
介
し
て
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
胸
を
打

つ
。

　

結
局
、
平
三
郎
と
さ
く
は
翌
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
に
離
婚
と
な
っ
た
。

そ
の
う
え
、
中
風
で
病
床
に
あ
っ
た
父
平
右
衛
門
が
同
年
（
改
元
し
て
万
延
元
年
）

七
月
一
一
日
に
死
去
し
た
た
め
、
た
づ
は
帰
塾
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
翌
月
、
母
あ
い
は
家
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、「
へ
い
」
と
改
名
し
て
女

性
当
主
と
な
り
、
家
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。

　

へ
い
は
、
精
力
的
に
さ
く
の
再
婚
相
手
を
探
し
た
。
そ
の
結
果
、
離
婚
後
丸
二
年

経
っ
た
文
久
二
年
三
月
、
さ
く
は
二
一
歳
で
新
た
な
婿
養
子
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
相
手
は
河
内
国
交
野
郡
打
上
村
の
井
上
専
之
助
で
あ
る
。
家
の
こ
と
が
や
っ
と

落
ち
着
い
た
の
で
、
同
年
五
月
八
日
、
た
づ
は
再
び
華
房
塾
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
た
が
っ
て
【
Ｂ
：
⑦
】
の
た
づ
書
状
に
出
て
く
る
「
に
い
様
・
ね
い
様
」
は
、
さ

く
と
新
し
い
夫
の
専
之
助
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、
た
づ
は
亡
父
の
三
回
忌
ま
で

約
六
〇
日
間
は
家
に
帰
ら
ず
寄
宿
す
る
つ
も
り
で
い
た
。
そ
の
す
ぐ
後
、
麻
疹
に
罹

る
ま
で
は
。
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⑷　

塾
の
衛
生
状
況
―
ノ
ミ
と
麻
疹
―

　

た
づ
が
二
度
目
に
在
塾
し
た
文
久
二
年
の
書
状
類
か
ら
は
、
寄
宿
生
活
の
思
わ
ぬ

側
面
が
現
れ
た
。
塾
の
衛
生
状
況
を
示
す
寄
生
昆
虫
と
感
染
症
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

血
を
吸
う
シ
ラ
ミ
が
冬
に
増
殖
す
る
の
に
対
し
、
ノ
ミ
は
夏
に
大
発
生
す
る
。
人
々

が
集
団
生
活
す
る
場
所
で
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
当
時
同
じ
大
坂
の
適
塾

で
も
寄
宿
生
を
悩
ま
せ
て
い
た㊵
。
た
づ
が
在
塾
し
た
期
間
は
新
暦
の
六
月
で
あ
り
、

ノ
ミ
の
発
生
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
母
娘
・
姉
妹
で
取
り
交
わ
し
た
全
書
状
一

三
通
の
内
、
ノ
ミ
に
言
及
し
て
い
る
個
所
が
五
通
六
カ
所
あ
る
。
寄
宿
早
々
、
夜
に

畳
の
上
で
寝
た
た
づ
は
ノ
ミ
に
食
わ
れ
、
何
度
も
目
が
明
い
て
寝
ら
れ
ず
、
食
わ
れ

た
跡
が
汚
い
、
と
憂
え
て
い
る
（【
Ｂ
：
⑦
】）。
彼
女
は
、
垢
の
付
い
た
古
い
布
団
や

袷
の
寝
間
着
が
ノ
ミ
を
寄
せ
付
け
る
か
も
し
れ
ず
、
夏
用
の
新
し
い
も
の
を
届
け
て

ほ
し
い
と
訴
え
た
（【
Ｂ
：
⑧
】）。
そ
れ
に
対
し
て
母
は
、
着
替
え
の
寝
間
着
や
下
着

を
送
り
（【
Ｂ
：
⑨
】）、
夏
布
団
は
卯
八
に
託
し
、
五
月
二
三
日
に
届
け
る
こ
と
に
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
布
団
を
受
け
取
っ
た
た
づ
は
そ
の
日
の
書
状
で
、「
夜
分
の
み
ニ
も

な
れ
ま
し
候
」
と
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
報
告
し
て
い
る㊶
。

　

だ
が
、
ノ
ミ
に
慣
れ
た
こ
ろ
に
襲
っ
て
き
た
の
が
、
感
染
症
の
麻
疹
で
あ
っ
た
。

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
麻
疹
は
、
空
気
・
飛
沫
・
接
触
感
染
な
ど
感

染
経
路
が
多
く
、
非
常
に
感
染
力
が
強
い
が
、
一
度
罹
患
す
る
と
一
生
免
疫
が
続
く

と
さ
れ
る
。
交
通
が
さ
ほ
ど
発
達
せ
ず
、
人
的
交
流
が
乏
し
か
っ
た
時
代
に
は
、
二

〇
年
余
り
の
間
隔
で
く
り
返
し
流
行
を
見
た
。
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
享
和

三
年
（
一
八
〇
三
）・
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）・
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）・
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）
に
、
夏
場
を
中
心
と
し
て
流
行
し
て
い
る
。
文
政
七
・
天
保
七
年

が
比
較
的
軽
症
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
文
久
二
年
は
劇
症
タ
イ
プ
で
、
女
性
と
く
に

妊
婦
が
重
篤
に
な
り
、
多
数
の
死
者
を
出
し
た㊷
。

　

免
疫
を
持
た
な
い
若
い
世
代
が
集
ま
る
場
所
で
は
、
麻
疹
の
集
団
感
染
が
起
き
や

す
い㊸
。
た
づ
の
書
状
で
の
初
見
は
五
月
二
〇
日
で
（【
Ｂ
：
⑩
】）、「
此
頃
ハ
よ
ほ
ど

寺
子
の
子
達
、
は
し
か
ニ
て
お
や
す
み
被
成
候
」
と
あ
り
、
す
で
に
塾
中
に
流
行
し

て
い
た
。
た
づ
は
「
は
し
か
ま
じ
な
ひ
薬
」
を
色
々
服
用
し
、
実
家
に
も
製
法
を
書

き
送
っ
た
が
（【
Ｂ
：
⑪
】）、
勿
論
そ
れ
で
予
防
で
き
る
わ
け
は
な
い
。
五
月
晦
日

（
二
九
日
）
の
午
後
に
発
熱
・
頭
痛
が
始
ま
り
、
夜
間
に
い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ
た
の

で
師
匠
に
訴
え
、
風
邪
薬
を
貰
っ
た
。
六
月
一
日
に
「
誠
ニ
け（
結
構
）講
成
お
い
し
や
様
」

に
診
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
は
し
か
で
は
な
い
が
、
熱
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
は
し

か
に
も
な
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
（【
Ｂ
：
⑭
】）。
実
際
、
麻
疹
の
初
期
症
状
は
風
邪
と

似
て
お
り
、
発
疹
が
出
て
初
め
て
診
断
が
つ
く
。

　

翌
二
日
は
ま
だ
熱
と
頭
痛
だ
け
だ
っ
た
が
、「
ど
を
や
ら
は
し
か
の
様
ニ
相
成
」

（【
Ｂ
：
⑮
】）、
塾
で
は
他
の
寄
宿
生
が
皆
罹
患
し
、
迎
え
が
来
て
帰
宅
し
て
し
ま
い
、

た
づ
一
人
が
残
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。
師
匠
は
、
た
づ
の
実
家
が
遠
方
で
あ
り
、

し
か
も
彼
女
一
人
だ
と
世
話
が
行
き
届
く
の
で
、
帰
宅
せ
ず
に
、
こ
の
ま
ま
塾
で
療

養
す
る
よ
う
強
く
勧
め
た
（【
Ａ
：
③
】）。
再
入
塾
時
に
は
、
寄
宿
が
一
人
だ
と
得

だ
、
と
言
っ
て
い
た
た
づ
で
あ
っ
た
が
、
体
調
の
悪
さ
に
心
細
く
な
っ
た
の
か
里
心

が
付
き
、
ひ
ど
く
な
ら
な
い
内
に
帰
宅
し
た
い
と
、
舟
か
駕
籠
で
迎
え
を
頼
む
に
至

っ
た
（【
Ｂ
：
⑮
】）。
三
日
に
は
発
疹
が
出
始
め
、
師
家
で
は
看
病
を
続
け
る
つ
も
り

で
い
た
が
、
結
局
た
づ
は
そ
れ
を
押
し
切
り
、
古
市
へ
帰
っ
て
行
っ
た
。

⑸　

塾
の
経
費

　

華
房
塾
の
金
銭
出
入
を
記
録
し
た
史
料
は
、【
Ｃ
】
の
横
帳
三
冊
で
あ
る
。【
Ｃ
：
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①
】「
金
子
請
取
帳
」
と
【
Ｃ
：
②
】「
於
田
鶴
様
御
入
用
控
帳
」
は
師
家
で
作
成
し

た
通
い
で
、
安
政
六
年
と
文
久
二
年
の
二
度
の
寄
宿
に
つ
い
て
続
け
て
記
載
し
て
い

る
。【
Ｃ
：
③
】
は
西
谷
家
の
手
控
で
、【
Ｃ
：
②
】
の
安
政
六
年
一
〇
月
ま
で
の
分

を
写
し
、
空
白
に
な
っ
て
い
た
飯
料
金
額
を
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

塾
へ
の
入
金
に
つ
い
て
は
、
安
政
六
年
八
月
二
五
日
の
入
塾
時
に
金
一
両
二
歩
、

同
一
一
月
一
〇
日
に
金
三
歩
、
お
よ
び
金
二
朱
・
銀
三
匁
の
祝
儀
、
そ
し
て
文
久
二

年
五
月
二
八
日
に
金
一
両
を
渡
し
て
い
る
。
こ
の
内
安
政
六
年
時
の
祝
儀
は
授
業
の

謝
礼
で
あ
る
が
、
金
二
朱
が
中
払
（
一
〇
月
末
）
の
祝
儀
、
銀
三
匁
は
手
習
い
祝
儀

と
な
っ
て
い
る
（【
Ｂ
：
⑤
】）。
前
者
は
裁
縫
に
音
曲
指
導
も
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
金
銀
換
算
す
る
と
後
者
の
手
習
い
祝
儀
は
前
者
の
半
額
以
下
と
な
る
。
た
づ

の
寄
宿
の
第
一
目
的
が
裁
縫
技
術
の
習
得
・
向
上
で
あ
り
、
手
習
い
な
ど
が
二
の
次

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
祝
儀
の
金
額
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
文
久
二
年
に
祝
儀
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
た
づ
も
気
が
付
い
て
、
五
月
二
九
日
の
麻
疹
発
症
直
前
、
当
初
の
予
定

で
は
五
月
八
日
の
再
入
塾
か
ら
亡
父
の
三
回
忌
ま
で
六
〇
日
寄
宿
す
る
つ
も
り
で
、

そ
の
間
の
祝
儀
を
金
一
〇
〇
疋
と
決
め
て
い
た
の
に
、
請
取
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
な
の
で
調
べ
て
ほ
し
い
、
と
頼
ん
で
い
る
（【
Ｂ
：
⑬
】）。
こ
れ
に
対
す
る
実

家
の
返
事
は
な
く
、
た
づ
の
発
病
に
よ
っ
て
こ
の
件
は
保
留
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

祝
儀
が
贈
ら
れ
た
の
は
九
月
に
な
っ
て
か
ら
で
、
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
金
一
〇
〇
疋

が
見
え
る
（【
Ａ
：
⑤
】）。
実
際
は
麻
疹
の
た
め
に
六
〇
日
の
半
分
も
在
塾
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
発
病
時
に
た
い
そ
う
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
予
定
通
り
一
〇

〇
疋
を
贈
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
さ
く
の
寄
宿
し
た
河
邊
塾
で
は
、
折
々
に
算
録
書
を
発
行
し
て
入
金

と
必
要
経
費
の
精
算
を
行
っ
て
い
た
。
華
房
塾
の
場
合
は
帳
面
の
通
い
形
式
で
あ
り
、

入
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
た
び
に
請
取
書
を
発
行
し
、
後
に
そ
れ
を
記
載
し
た
請
取

帳
を
渡
し
て
確
認
を
求
め
、
請
取
書
を
取
り
戻
し
て
い
る
。【
Ａ
：
⑥
】
の
銀
屋
宛
て

の
書
状
か
ら
は
、
清
水
家
が
師
家
と
西
谷
家
と
の
請
取
帳
と
請
取
書
の
や
り
取
り
を

仲
介
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

つ
ぎ
に
必
要
経
費
で
あ
る
が
、
寄
宿
飯
料
は
、
安
政
六
年
八
月
二
五
日
か
ら
重
陽

の
節
句
前
の
九
月
八
日
ま
で
の
一
三
日
間
で
銀
一
六
匁
九
分
、
九
月
九
日
か
ら
一
〇

月
晦
日
ま
で
は
一
時
帰
宅
日
を
除
い
て
四
三
日
間
と
な
り
、
五
五
匁
五
分
（【
Ｃ
：

③
】）
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
飯
料
は
、
帰
宅
日
の
有
無
お
よ
び
正
確
な
寄
宿
日
数
が

分
か
ら
な
い
た
め
、
不
明
で
あ
る
。
記
載
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
日
の
飯
料

を
一
匁
三
分
で
計
算
し
て
い
る㊹
。

　

飯
料
以
外
の
経
費
は
三
一
項
目
あ
る
が
、
こ
れ
を
分
類
し
て
多
い
順
に
並
べ
る
と
、

裁
縫
関
係
（
切
れ
・
糸
・
針
・
綿
・
こ
は
ぜ
・
湯
の
し
代
）
一
〇
、
結
髪
関
係
（
髪

油
・
差
込
・
筋
立
て
・
か
も
じ
・
髪
結
い
賃
）
六
、
薬
類
（
膏
薬
・
油
薬
・
煎
じ
薬
・

風
邪
薬
）
五
、
手
芸
関
係
（
色
紙
・
真
田
紐
・
守
袋
の
筥
）
四
、
そ
の
ほ
か
飛
脚
賃

が
三
度
、
藁
草
履
・
唄
本
紙
・
人
丸
香
・
石
打
釼
・
菓
子
で
あ
る
。
こ
の
内
、
裁
縫

と
手
芸
関
係
を
合
わ
せ
る
と
一
四
で
、
全
体
の
半
数
弱
に
な
る
。
た
づ
が
塾
で
ど
の

よ
う
な
修
業
を
し
て
い
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。

三　

退
塾
後
の
西
谷
た
づ

　

華
房
塾
か
ら
帰
宅
し
た
た
づ
は
、
当
時
「
い
の
ち
定
め
」
と
言
わ
れ
た
麻
疹
を
克

服
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
が
も
た
ら
し
た
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
は
、
同
じ
く
免
疫
を
持
た
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な
い
姉
さ
く
を
襲
い
、
彼
女
の
命
を
奪
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
学
の
な
い
時
代
、
麻
疹
の
原
因
は
天
行
疫
気
や
胎
毒
で
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
医
師
の
橋
本
伯
寿
は
『
断
毒
論
』
を
著
し
、
麻

疹
は
異
国
の
悪
気
が
伝
わ
っ
て
来
て
、
人
身
に
生
来
備
わ
っ
て
い
る
毒
気
に
感
応
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
痘
瘡
と
同
じ
く
伝
染
の
病
で
あ
る
、
と
麻
疹
伝
染
病
説
を
提
唱

し
た㊺
。
し
か
し
、
人
か
ら
人
へ
の
伝
染
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
た
づ
も
自
分
の

せ
い
で
さ
く
が
亡
く
な
っ
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
帰
宅
前
に
麻
疹
未
患

の
姉
を
心
配
し
、「
ね
い
様
、
は
し
か
ま
た
ニ
候
間
、
す
い
ふ
ん
風
ひ
か
ぬ
や
う
ニ
御

ね
か
い
申
上
」（【
Ｂ
：
⑩
】）
と
祈
る
よ
う
な
気
持
で
書
き
送
っ
た
た
づ
に
と
っ
て
、

悲
し
さ
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

麻
疹
の
臨
床
経
過
は
、
一
〇
～
一
二
日
の
潜
伏
期
を
経
て
発
症
し
、
発
熱
・
の
ど

の
痛
み
な
ど
風
邪
の
症
状
に
似
た
カ
タ
ル
期
が
二
～
四
日
続
き
、
高
熱
の
内
に
赤
疹

が
耳
の
後
ろ
・
首
・
額
か
ら
始
ま
っ
て
全
身
に
現
れ
る
発
疹
期
が
三
～
五
日
、
そ
の

後
、
熱
が
下
が
っ
て
発
疹
が
退
色
・
落
屑
す
る
回
復
期
を
迎
え
、
七
～
一
〇
日
で
回

復
す
る㊻
。
感
染
力
を
持
つ
の
は
カ
タ
ル
期
と
発
疹
期
で
、
発
疹
出
現
五
～
六
日
以
降

に
な
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
な
く
な
る
。
た
づ
は
ま
だ
感
染
力
の
強
い
時
期
に

帰
宅
し
て
い
た
。
し
か
も
、
麻
疹
は
一
時
的
に
免
疫
機
能
抑
制
状
態
を
生
じ
さ
せ
、

合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い
。
さ
く
は
五
月
中
頃
か
ら
体
調
を
崩
し
て
い
て
、
そ
れ
に

追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
麻
疹
に
感
染
し
た
。
お
そ
ら
く
最
期
は
、
合
併
症
の
肺

炎
か
脳
炎
が
悪
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
づ
の
帰
宅
か
ら
約
二
〇
日
、
六
月
二
三
日

に
姉
は
亡
く
な
っ
た
。
専
之
助
と
再
婚
し
て
わ
ず
か
三
カ
月
で
あ
っ
た
。

　

さ
く
の
死
去
に
よ
り
、
た
づ
の
人
生
は
一
八
〇
度
転
換
し
て
し
ま
っ
た
。
姉
に
代

わ
っ
て
自
分
が
家
を
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
師
匠
の
言
う
と
お
り
帰
宅
し
な
け

れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
、
運
命
は
残
酷
で
あ
る
。
た

づ
は
そ
の
ま
ま
退
塾
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
華
房
家
は
さ
く
の
葬
儀
に
佐
一
郎
名

で
羊
羹
を
供
え㊼
、
閏
八
月
を
挟
ん
で
百
カ
日
が
済
ん
だ
九
月
六
日
に
、
た
づ
の
寄
宿

荷
物
を
返
却
し
た
。「
も
は
や
御
越
し
も
な
く
候
と
存
候
へ
者
、
い
と
〳
〵
御
残
多
」

と
寂
し
さ
を
滲
ま
せ
て
い
る
（【
Ａ
：
④
】）。

　

た
づ
は
翌
年
一
月
二
五
日
、「
に
い
様
」
と
呼
ん
で
い
た
専
之
助
と
結
婚
し
た
。
彼

も
家
業
に
疎
く
浪
費
家
で
傲
慢
、
何
か
と
問
題
の
多
い
人
物
で
あ
っ
た
が
、
せ
っ
か

く
養
子
に
来
た
の
に
離
縁
は
不
憫
と
、
実
家
井
上
氏
の
た
っ
て
の
願
い
で
逆
縁
婚
の

運
び
と
な
っ
た
。
二
年
続
き
の
祝
言
な
の
で
今
回
は
質
素
に
行
わ
れ
た
が
、
華
房
家

か
ら
は
扇
子
二
本
と
足
袋
・
短
冊
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
た
づ
は
す
で
に
妊
娠

し
て
い
て
、「
又
々
次
の
祝
ひ
、
み
な
〳
〵
相
待
」
つ
状
況
で
あ
っ
た㊽
。

　

た
づ
の
初
産
は
五
月
一
七
日
、
待
望
の
男
子
で
あ
り
安
太
郎
と
名
付
け
ら
れ
た
。

だ
が
、
赤
子
の
記
録
は
二
二
日
の
「
六
日
垂
れ
」
で
終
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
や
ら
、

お
七
夜
を
迎
え
る
こ
と
な
く
没
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
年
の
八
月
に
は
、

師
匠
の
華
房
ら
く
ま
で
逝
去
。
た
づ
に
と
っ
て
心
身
共
に
苦
難
の
年
で
あ
っ
た
。

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）、
専
之
助
は
平
右
衛
門
の
名
を
相
続
し
て
種
屋
四
代
目
と

な
り
、
村
役
も
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
年
二
月
一
八
日
に
は
た
づ
が
二
人
目
の

男
子
、
篤
三
郎
を
出
産
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
五
月
二
五
日
に
は
娘
の
あ
い
が

誕
生
し
た
。
だ
が
、
夫
平
右
衛
門
の
不
行
跡
は
止
ま
ず
、
と
う
と
う
明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）、
母
へ
い
は
堺
県
に
訴
え
を
起
こ
し
、
離
婚
を
勝
ち
取
る
。
そ
の
後
、
母
は

家
督
を
継
い
だ
篤
三
郎
の
後
見
と
な
り
、
た
づ
が
二
人
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
八
月
二
一
日
、
母
へ
い
が
七
八
歳
で
永
眠
。
そ
し
て
、

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
、
二
〇
歳
の
時
に
思
い
が
け
な
く
姉
さ
く
の
人
生
を
引
継
ぎ
、



四
六

幕
末
か
ら
明
治
の
激
動
期
を
母
と
共
に
女
の
力
で
乗
り
切
っ
て
家
を
守
っ
た
た
づ
は
、

大
正
二
年
（
一
九
一
四
）
三
月
二
五
日
、
こ
の
世
を
去
っ
た
。
師
匠
華
房
ら
く
の
寿
命

を
一
八
歳
上
ま
わ
り
、
姉
の
死
か
ら
は
五
一
年
の
歳
月
が
経
っ
て
い
た
。
享
年
七
一
。

お
わ
り
に

　

西
谷
た
づ
が
寄
宿
し
た
大
坂
の
華
房
塾
に
関
す
る
史
料
は
、
姉
さ
く
が
寄
宿
し
た

堺
の
河
邊
塾
の
史
料
と
比
べ
、
塾
の
実
態
を
示
す
も
の
が
少
な
い
。
た
づ
が
通
常
の

寺
入
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
師
家
か
ら
の
書
状
が
あ
ま
り
残
っ
て
い

な
い
こ
と
が
大
き
い
。
さ
く
の
場
合
は
、
塾
関
係
の
文
書
を
集
め
て
整
理
し
、
意
識

的
に
残
そ
う
と
し
て
い
た
が
、
た
づ
は
特
別
に
手
を
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

華
房
塾
の
文
書
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
わ
た
る
膨
大
な
史
料
の
中
に
、
入
り
混
じ
っ

て
埋
も
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
母
娘
間
の
書
状
に
よ
る
と
、
た
づ
の
在
塾
期
間
に
は

西
谷
家
と
師
家
と
の
間
で
頻
繁
に
書
状
が
や
り
取
り
さ
れ
て
い
た
。
今
日
、
師
家
か

ら
の
分
の
多
く
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
師
匠
た
ち
の
教
育
方
針
・
方
法
、
人
と
な
り

を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。

　

だ
が
、
た
づ
が
麻
疹
に
罹
患
し
た
お
り
は
、
一
流
の
医
師
に
見
せ
、
薬
を
煎
じ
て

飲
ま
せ
、
塾
で
そ
の
ま
ま
養
生
す
る
こ
と
を
盛
ん
に
勧
め
る
な
ど
、
一
人
の
生
徒
へ

の
手
厚
い
対
応
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
信
心
深
い
た
づ
の
た
め
に
、
江
戸
の
水
天
宮

の
御
守
を
二
つ
も
与
え
る
な
ど
（【
Ｂ
：
⑬
】）、
心
優
し
い
師
匠
で
あ
っ
た
。
母
あ
い

は
た
づ
に
、「
た
と
い
何
事
成
共
、
結
構
成
、
大
切
の
御
師
匠
様
の
お
そ
は
に
居
候
事

と
嬉
し
く
〳
〵
お
も
ひ
な
さ
れ
」㊾

と
言
い
聞
か
せ
て
お
り
、
師
家
へ
の
篤
い
思
い
と

信
頼
の
ほ
ど
を
窺
わ
せ
る
。

　

た
づ
の
華
房
塾
寄
宿
は
通
算
一
〇
八
日
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
師
匠
と
た
づ
と
の
間
に

は
濃
密
な
師
弟
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
。
当
時
使
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
過
去
帳
に

「
た
づ
師
匠
」
と
し
て
華
房
ら
く
の
俗
名
・
戒
名
と
命
日
を
記
載
し
、
一
族
で
な
い
な

が
ら
も
菩
提
を
弔
っ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
華
房
塾
に
は
既
述
の
ご
と
く
、
南
河
内
か
ら
だ
け
で
も
古
市
の
西
谷
家
・

清
水
家
、
富
田
林
の
仲
村
家
の
娘
た
ち
が
寄
宿
し
て
い
る
。
優
れ
た
女
性
教
師
が
経

営
し
、
安
心
し
て
娘
を
託
せ
る
寺
子
屋
と
し
て
、
大
坂
周
辺
の
在
郷
町
や
農
村
部
に

も
名
前
が
通
っ
て
い
た
よ
う
で
、
今
後
各
地
か
ら
新
た
な
史
料
が
発
見
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
分
析
・
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
華
房
塾
の

姿
が
よ
り
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。

注①　

拙
稿
「
西
谷
さ
く
が
寄
宿
し
た
堺
の
河
邊
塾
―
河
内
国
古
市
郡
古
市
村
西
谷
家
文

書
に
見
え
る
寺
子
屋
関
係
史
料
―
」『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
二
四
、
関
西
大
学
博

物
館
、
二
〇
一
八
年
。

②　

藪
田
貫
「
近
世
女
性
の
軌
跡
（
二
）
―
西
谷
家
の
母
娘
―
」『
関
西
大
学
文
学
論

集
』
四
六

－

三
、
関
西
大
学
文
学
会
、
一
九
九
六
年
。
こ
の
中
に
「
母
・
娘
の
往
復
書

簡
」
と
し
て
（
1
）～（
14
）
の
書
状
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
各
書
状
に
つ
い
て
、

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
番
号
）
の
形
で
表
記
す
る
。

③　

乙
竹
岩
造
『
日
本
庶
民
教
育
史　

下
巻
』
目
黒
書
店
、
一
九
二
九
年
、
二
八
四
頁
。

④　

船
越
政
一
郎
編
・
校
訂
『
浪
速
叢
書　

第
三
』
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
、

四
九
四
頁
。
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⑤　

文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料　

八
』（
復
刻
版
）
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
二
二

六
～
三
〇
頁
。

⑥　

前
掲
、
乙
竹
『
日
本
庶
民
教
育
史　

下
巻
』
二
八
六
頁
に
み
え
る
「
大
阪
市
山
根
徳

太
郎
報
告
」。

⑦　

籠
谷
次
郎
「
大
阪
に
お
け
る
寺
子
屋
・
私
塾
に
つ
い
て
―
そ
の
存
在
の
確
認
を
め

ざ
し
て
―
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
七
五
、
大
阪
歴
史
学
会
、
一
九
七
七
年
。

⑧　

前
掲
、
乙
竹
『
日
本
庶
民
教
育
史　

下
巻
』
二
八
六
～
八
八
頁
。

⑨　

富
田
林
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
富
田
林
市
史　

第
二
巻　

本
文
編
二
』
富
田
林
市
、

一
九
九
八
年
、
八
八
九
頁
。
入
塾
時
に
配
る
た
め
の
饅
頭
を
、「
寺
子
屋
寄
宿
子
供
共
百

廿
人
」
と
見
積
も
っ
て
購
入
し
て
い
る
。
な
お
、
仲
村
家
の
子
女
教
育
に
つ
い
て
は
、

同
書
第
五
章
第
一
節
2
（
山
中
浩
之
担
当
）
に
詳
し
い
。

⑩　
『
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
報
告
書　

一
六　

仲
村
家
年
中
録
（
二
）
―
在
郷
町
富
田

林
商
家
日
記
―
』
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
頁
。

⑪　

山
中
浩
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

⑫　

森
銑
三
・
中
島
理
寿
編
『
近
世
人
名
録
集
成　

第
三
巻
』
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
所

収
。

⑬　

⑩
と
同
じ
。
な
お
、
同
書
の
翻
刻
で
は
師
匠
名
を
「
花
房
□尚
生
」
と
し
て
い
る
が
、

⑨
『
富
田
林
市
史
』
の
八
八
七
頁
で
「
薗
生
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

⑭　

森
銑
三
・
中
島
理
寿
編
『
近
世
人
名
録
集
成 

第
一
巻
』
勉
誠
社
、一
九
七
六
年
所
収
。

⑮　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
6
）。

⑯　

藪
田
貫
「
そ
れ
か
ら
の
西
谷
さ
く
」『
江
戸
の
女
性
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
大
阪
』
科
研
報

告
書
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
頁
。

⑰　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
14
）。

⑱　

荒
武
賢
一
朗
「
津
田
秀
夫
文
庫
文
書
目
録
6　

播
磨
国
赤
穂
郡
若
狭
野
・
浅
野
隼
人

家
関
係
文
書
」『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
一
三
、
関
西
大
学
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
。

⑲　

山
中
浩
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

⑳　

西
谷
家
文
書
二

－

一
九

－

二
・
三
、
た
づ
出
生
時
の
記
録
に
よ
る
。

㉑　

西
谷
家
文
書
三

－

四
五
の
内
。

㉒　

例
え
ば
、
享
保
元
年
八
月
刊
の
『
女
大
学
宝
箱
』
に
は
、「
そ
れ
ぬ
ひ
は
り
ハ
女
子
第

一
の
わ
さ
な
れ
は
手
習
と
同
し
く
は
や
く
教
へ
し
」
と
あ
る
（
石
川
松
太
郎
監
修
・
小

泉
吉
永
編
『
女
大
学
史
料
集
成　

第
三
巻
』
大
空
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
七
頁
）。
ま

た
、
嘉
永
四
年
八
月
『
女
大
学
栄
文
庫
』
中
の
「
針
し
ご
と
の
事
」
に
は
、「
女
子
第
一

に
た
し
な
む
べ
き
事
ハ
ぬ
ひ
は
り
の
わ
ざ
也
」
と
あ
り
、
夫
や
舅
・
姑
の
衣
服
を
仕
立

て
る
任
が
あ
り
、
音
曲
そ
の
他
の
遊
芸
に
習
熟
し
て
も
、
裁
縫
が
で
き
な
け
れ
ば
女
の

道
で
は
な
く
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
、
と
説
く
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
、http://

w
w
w
.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko30/bunko30_g0367/index.

htm
l　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
〇
日
閲
覧
）。

㉓　
『
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
報
告
書　

一
九　

仲
村
家
年
中
録
（
三
）
―
在
郷
町
富
田

林
商
家
日
記
―
』
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
、
一
九
八
八
年
、
解
題
（
山
中
浩
之
）
お

よ
び
五
一
頁
。

㉔　

関
口
富
左
『
女
子
教
育
に
お
け
る
裁
縫
の
教
育
史
的
研
究
―
江
戸
・
明
治
両
時
代

に
お
け
る
裁
縫
教
育
を
中
心
と
し
て
―
』
家
政
教
育
社
、
一
九
八
〇
年
、
第
一
編
第

一
・
二
章
。

㉕　

西
谷
家
と
の
姻
戚
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
く
の
書
状
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。

長
谷
川
家
は
西
谷
母
娘
を
大
坂
の
芝
居
見
物
や
祭
に
誘
っ
た
り
、
着
物
や
軸
物
の
表
具

に
つ
い
て
相
談
し
た
り
、
文
化
的
な
つ
な
が
り
が
強
い
。
藪
田
「
往
復
書
簡
」（
8
）
の

書
状
に
は
、
中
島
屋
う
の
と
い
う
人
物
が
見
え
る
。

㉖　

西
谷
家
文
書
二

－

五
〇
「
伊
勢
参
宮
諸
入
用
控
」
に
よ
る
。
翻
刻
は
、
藪
田
貫
「
近

世
女
性
の
軌
跡
（
三
）
―
西
谷
家
の
母
娘
―
」『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
四
七

－

一
、

関
西
大
学
文
学
会
、
一
九
九
七
年
に
所
収
。



四
八

㉗　

当
時
の
大
坂
西
町
奉
行
、
久
須
美
祐
雋
の
書
状
控
で
あ
る
「
難
波
廼
雁
」
第
五
巻
（
筑

波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
大
坂
市
中
で
は
七
月
初
め
か
ら
患
者
が
出
て

い
る
と
の
医
師
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
昨
年
の
流
行
ほ
ど
は
ひ
ど
く
な
く
、
八
月
半
ば

に
は
追
々
終
息
に
向
か
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

㉘　

室
松
岩
雄
編
『
類
聚
近
世
風
俗
史　

原
名
守
貞
漫
稿　

上
巻
』
名
著
刊
行
会
、
一
九

七
九
年
、
一
〇
〇
頁
。
富
田
林
仲
村
家
の
長
女
て
る
も
、
天
保
一
四
年
に
一
二
歳
で
「
縫

物
屋
」
に
入
門
し
た
（『
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
報
告
書　

一
四　

仲
村
家
年
中
録

（
一
）
―
在
郷
町
富
田
林
商
家
日
記
―
』
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
、
一
九
八
六
年
、

三
一
頁
）。

㉙　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
12
）。

㉚　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
11
）。

㉛　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
2
）。

㉜　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
6
）。

㉝　

同
右
。

㉞　
「
さ
く
日
記
」
羽
曳
野
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
羽
曳
野
市
史　

第
五
巻　

史
料
編
3
』

羽
曳
野
市
、
一
九
八
三
年
、
九
七
二
頁
。

㉟　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
6
）。

㊱　

南
河
内
で
は
夏
至
か
ら
一
一
日
目
の
半
夏
生
に
、
小
麦
餅
を
作
っ
て
祝
う
習
慣
が
あ

っ
た
。
小
麦
を
皮
ご
と
挽
く
の
で
色
が
薄
赤
く
な
り
、「
赤
ね
こ
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
を

小
さ
く
ち
ぎ
っ
た
の
が
半
夏
生
団
子
で
、「
い
し
い
し
」
は
団
子
を
表
す
大
坂
言
葉
。

㊲　

藪
田
貫
「
近
世
女
性
の
軌
跡
（
一
）
―
西
谷
家
の
母
娘
―
」『
関
西
大
学
文
学
論

集
』
四
五

－
一
、
関
西
大
学
文
学
会
、
一
九
九
五
年
、
九
～
一
〇
頁
。

㊳　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
8
）。

㊴　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
5
）。

㊵　

適
塾
生
で
あ
っ
た
福
沢
諭
吉
が
『
福
翁
自
伝
』
で
シ
ラ
ミ
と
ノ
ミ
に
言
及
し
て
い
る

ほ
か
、
杉
亨
二
も
ノ
ミ
の
害
を
、「
朝
起
き
て
見
る
と
、
か
ら
だ
は
鹿
の
子
斑
の
様
に
な

つ
て
居
る
、
若
い
か
ら
我
慢
出
来
た
が
実
に
つ
ら
か
つ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（「
杉
亨

二
自
序
伝
」『
明
治
後
期
産
業
発
達
史
資
料
』
六
七
四
、
龍
溪
書
舎
、
二
〇
〇
三
年
復

刻
、
一
二
頁
）。

㊶　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
6
）。

㊷　

富
士
川
游
『
日
本
疾
病
史
』
東
洋
文
庫
一
三
三
、
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
、
一
八
四

～
八
八
頁
。

㊸　

適
塾
で
も
同
様
で
、
塾
生
の
高
松
凌
雲
は
「
此
時
坂
地
は
麻
疹
流
行
し
て
塾
生
悉
く

病
む
、
予
も
亦
之
に
罹
り
し
が
、
幸
に
軽
症
な
り
し
」
と
い
う
（
日
本
史
籍
協
会
編
『
高

松
凌
雲
翁
経
歴
談
・
函
館
戦
争
資
料
』
東
大
出
版
、
一
九
七
九
年
復
刻
、
二
三
頁
）。

㊹　

拙
稿
①
で
、
山
中
浩
之
「
江
戸
期
女
子
の
寺
子
屋
寄
宿
費
」『
資
料
館
だ
よ
り
』
六
〇

（
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
、
一
九
九
四
年
）
を
引
用
し
、
仲
村
慶
の
飯
料
を
三
匁
と
し
た

が
、
⑨
『
富
田
林
市
史
』
中
で
一
匁
三
分
に
訂
正
さ
れ
て
お
り
、
た
づ
の
場
合
と
同
額

と
判
明
し
た
。

㊺　

前
掲
、
富
士
川
『
日
本
疾
病
史
』
一
九
二
頁
。

㊻　

麻
疹
に
関
す
る
情
報
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
「
麻
疹
」
に
よ
る

	

（https://w
w
w
.niid.go.jp/niid/ja/diseases/m

a/m
easles.htm

l　

二
〇
一
八
年

一
〇
月
一
〇
日
閲
覧
）。

㊼　

西
谷
家
文
書
二

－

二
五

－

三
「
釈
貞
祥
香
料
請
納
帳
」。

㊽　

西
谷
家
文
書
二

－

二
六

－

二
「
内
祝
諸
事
控
・
安
産
見
舞
并
い
ろ
い
ろ
控　

西
谷
田

鶴
女
」
に
結
婚
か
ら
初
産
ま
で
の
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、
藪
田
貫
「
商
家
と
女
性
：
河

内
在
方
商
家
西
谷
家
を
例
に
」
藪
田
ほ
か
編
『〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
4　

身
分
の
な
か

の
女
性
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
二
五
～
二
九
頁
参
照
。

㊾　

藪
田
「
往
復
書
簡
」（
10
）。



四
九

史
料
翻
刻

＊
文
章
は
追
い
込
み
表
記
に
し
、
適
宜
読
点
（
、
）
と
中
黒
（
・
）
を
施
し
た
。

＊
理
解
を
助
け
る
た
め
、
右
傍
に
（　

）
で
正
し
い
表
記
や
該
当
す
る
漢
字
、
参
考
の
た

め
の
注
記
を
加
え
た
。
タ
イ
ト
ル
の
下
の
〔　

〕
は
西
谷
家
文
書
の
整
理
番
号
で
あ
る
。

＊
タ
イ
ト
ル
左
に
文
書
の
形
態
、
縦
横
の
寸
法
を
記
し
た
。

【
Ａ
】
華
房
塾
か
ら
の
書
状

【
Ａ
：
①
】
華
房
→
種
屋
平
右
衛
門　
（
安
政
六
年
）
八
月
二
五
日

�

〔
七

－

Ａ

－

三
一

－

一
二
〕

�

＊
切
紙
、
封
紙
欠
ヵ
、
一
六
・
七
×
四
四
・
五
セ
ン
チ

　
　
　
　

御　

請

一
、
小
箪
笥	

	
	

壱

一
、
鏡　

台	
	

	

壱

一
、
懸　

台	
	

	

壱

一
、
文
函
包	

	
	

壱

一
、
半　

琴	
	

	

壱

一
、
ふ
と
ん
包	
	

	

壱 

飛
脚

一
、
合
利
包	

	
	

壱 

同

　

〆

　

右
之
通
、
慥
御
預
り
申
候

　

八
月
廿
五
日	

	
	

華　

房

　

種
屋
平
右
衛
門
様

【
Ａ
：
②
】
華
房
薗
生
→
西
谷
あ
い　
（
安
政
六
年
ヵ
）
一
二
月
二
四
日

�

〔
七

－

Ｃ

－

九

－

一
六
〕

�

＊
切
継
、
一
六
・
六
×
一
一
三
・
五
セ
ン
チ

尚
々
ら
く
・
佐
市
郎
も
呉
々
宜
敷
申
上
度
申
候
、
何
角
大
乱
筆
、
跡
先
御
す
い
さ
つ

ニ
て
御
ら
ん
可
被
下
候

此
壱
封
、
清
水
御
氏
へ
送
り
申
度
、
乍
憚
御
届
ケ
可
被
下
候
、
御
頼
申
上
候
、
以
上

又
ち
ら
し
薬
壱
ふ
く
差
上
候

御
礼
旁
申
上
候
、
日
々
に
寒
気
弥
増
候
処
、
先
〳
〵
其
御
地
御
揃
御
機
け
ん
よ
く
入

ら
せ
給
よ
し
、
め
て
た
く
存
上
候
、
し
か
し
、
御
あ
な
た
様
も
事
例
な
ら
す
入
ら

せ（
ら
脱
ヵ
）

れ
候
よ
し
、
寒
さ
の
時
分
嘸
〳
〵
御
困
り
と
察
し
上
候
、
随
分
〳
〵
御
大
事
ニ
御

厭
遊
し
候
や
う
そ
ん
し
上
候
、
又
〳
〵
佐
市
郎
事
、
御
心
に
懸
さ
せ
、
毎
々
御
尋
ね

下
さ
れ
難
有
そ
ん
し
候
、
此
ほ
と
ハ
聊
ツ
ヽ
日
々
ニ
心
よ
ろ
し
き
方
ニ
御
座
候
故
、

乍
憚
御
心
も
し
や
す
く
思
召
可
被
下
候
、
且
又
寒
中
御
見
舞
と
お
ハ
し
ま
し
候
て
、

何
寄
〳
〵
の
お
ほ
し
め
し
、
御
蔭
に
て
早
速
用
ひ
、
あ
た
ゝ
か
に
寒
気
を
凌
ま
ゐ
ら

せ
候
半
と
、
う
へ
な
ふ
悦
入
候
、
猶
ま
た
薬
代
と
御
座
候
而
金
弐
朱
御
贈
被
下
、
此

義
は
兼
々
先
達
而
お
田
鶴
様
へ
も
申
上
、
乍
憚
御
別
家
御
出
入
方
ニ
て
も
御
頼
被
下
、

何
卒
御
ひ
ろ
め
可
被
下
候
様
御
頼
申
上
候
、
う
れ
候
へ
ば
金
子
御
貰
ひ
申
上
、
う
れ

不
申
候
得
ば
薬
御
返
し
可
被
下
候
や
う
ニ
申
上
候
事
故
、
ま
つ
〳
〵
此
弐
朱
は
御
返

し
申
上
置
候
間
、
御
受
取
可
被
下
候

一
、
昨
日
治
痛
膏
と
申
薬
進
上
申
上
候
、
是
も
か
ね
〳
〵
先
日
於
田
鶴
様
へ
申
上
候

書
付
の
通
り
き
ゝ
め
御
座
候
、
ま
た
肩
の
こ
り
、
寝
違
へ
な
と
に
も
よ
ろ
し
く
、
実

は
ち
ら
し
薬
に
て
候
、
御
心（
試
み
）見遊

し
可
被
下
候
、
何
角
御
面
倒
成
義
申
上
ま
い
ら
せ

候
、
定
て
御
む
つ
か
し
く
お
ほ
し
め
し
遊
し
候
半
と
そ
ん
し
候
へ
と
も
、
宜
敷
御
頼



五
〇

申
上
候
、
も
は
や
年
内
余
日
も
無
御
座
候
、
随
分
〳
〵
御
厭
ひ
遊
し
、
御
機
嫌
よ
く

御
年
御
迎
へ
遊
し
、
若
葉
の
春
は
緩
々
目
出
度
、
何
事
も
申
上
う
け
給
ハ
り
ま
ゐ
ら

せ
候
半
と
、
た
の
し
ミ
ま
い
ら
せ
候
、
末
な
か
ら
御
殿
方
様
へ
も
呉
〳
〵
よ
ろ
し
く

御
伝
へ
ま
し
可
被
下
候
、
乍
憚
此
よ
し
御
頼
申
上
候
、
先
者
を
し
き
ふ
て
と
め
、
あ

ら
〳
〵
御
礼
迠
如
此
御
座
候
、
目
出
度
、
か
し
く

　
　
　

お（

弟

）と月
廿
四
日	

	
	

華
房

	
	

	
	

	

　
　

薗
生

　
　

西
谷
御
内
室
様

＊
本
史
料
の
作
成
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
宛
先
の
あ
い
を
「
内
室
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
夫
平
右
衛
門
の
在
世
中
と
考
え
ら
れ
る
。
平
右
衛
門
は
万
延
元
年
七
月
に
死
去

す
る
の
で
、
日
付
の
弟
月
（
一
二
月
）
で
可
能
性
の
あ
る
の
は
、
前
年
の
安
政
六
年
の

み
で
あ
る
。

【
Ａ
：
③
】
華
房
薗
生
→
西
谷
二
方　
（
文
久
二
年
）
六
月
三
日

�
〔
七

－

Ｃ

－

一

－

五
九
〕

＊
封
紙
：
三
四
・
〇
×
二
四
・
五
セ
ン
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
紙
：
切
継
二
紙
、
一
五
・
七
×
一
〇
四
・
〇
セ
ン
チ
／
一
五
・
七
×
四
二
・
二
セ
ン
チ

（
封
紙
上
書
）

「
河
内
古
市	

	
	

華 

房

　
　
　

西
谷
平
右
衛
門
様	

	

　

 

佐 

市
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
急
用
書　
　
　
　
　
　

」

「	

六
月
三
日	

	

賃
相
済

	

　
　
　

封　
　
　
　
　

自
大
坂　
　
　
　

」

　

	
	

	
	

	

大
乱
筆
御
め
ん
〳
〵

尚
々
殿
方
様
へ
も
く
れ
〳
〵
よ
ろ
し
く
御
つ
た
へ
ま
し
、
ら
く
事
も
よ
ろ
し
く
申
上

度
よ
し
申
候

追
々
暑
弥
ま
し
候
処
、
先
々
其
御
表
御
揃
遊
し
、
ま
す
〳
〵
御
機
嫌
よ
く
御
渡
ら
せ

の
よ
し
、
此
う
へ
な
ふ
御
め
て
た
く
存
上
候
、
し
か
れ
者
お
田
鶴
様
御
事
、
五
月
廿

九
日
よ
り
少
し
御
風
邪
の
御
こ
ゝ
ち
ニ
お
ハ
し
ま
し
候
て
、
御
頭
痛
い
た
し
候
故
、

風
薬
差
上
、
六
月
朔
日
ゟ
医
師
之
煎
薬
日
々
ニ
見
舞
被
下
候
事
ニ
候
、
先
日
ゟ
私
ゟ

申
上
候
筈
ニ
御
座
候
得
共
、
兼
々
お
た
つ
様
ゟ
委
し
く
御
仰
被
上
候
事
故
、
さ
し
ひ

か
へ
居
申
候
、
外
の
子
達
も
風
邪
追
々
は
し
か
ニ
成
ま
し
、
向
ふ
様
に
も
は
し
か
の

つ
れ
も
御
座
候
也
、
又
は
近
く
ニ
御
座
候
事
故
、
む
か
ひ
御
遣
し
御
帰
り
被
成
、
お

た
つ
様
御
事
は
遠
方
の
事
故
、
兼
々
此
方
ニ
て
御
世
話
申
上
候
積
り
ニ
御
座
候
、
御

ひ
と
り
の
事
故
、
御
世
話
も
行
届
キ
候
や
う
そ
ん
し
居
申
候
、
然
ル
処
、
お
た
つ
様

何
角
と
御
遠
慮
遊
し
、
ま
た
〳
〵
御
ふ
ミ
差
上
ら
れ
候
よ
し
、
い
ろ
〳
〵
と
御
申
聞

せ
申
候
得
共
御
聞
取
な
く
、
御
ふ
ミ
御
上
被
成
候
事
ニ
御
座
候
、
も
は
や
今
日
ハ
は

し
か
も
相
見
、
少
し
ツ
ヽ
出
申
ニ
、
い
し
や
も
甚
す
じ
よ
く
、
御
あ
ん
じ
被
成
候
事

ハ
無
御
座
候
様
ニ
御
申
ニ
候
故
、
皆
〳
〵
悦
入
候
、
ゆ
る
〳
〵
御
養
生
可
被
成
候
よ

し
申
上
候
事
ニ
候
、
如
此
之
次
第
ニ
御
座
候
故
、
此
段
鳥
渡
申
上
候
、
必
〳
〵
〳
〵

御
あ（

案

じ

）

ん
し
遊
し
ま
し
く
候
、
御
あ
ん
し
ん
遊
し
候
や
う
ニ
態
々
此
よ
し
申
上
候
、
御

世
話
之
義
は
し（

如

才

）

よ
さ
い
な
く
致
し
差
上
候
故
、
此
義
ハ
御
あ
ん
し
ん
可
被
下
候
、
先

ハ
右
申
上
度
如
此
御
座
候
、
め
て
た
く
、
か
し
く

	

水
無
月
三
日	

	
	

華
房

	
	

	
	

	

　
　

薗
生

　
　

西
谷
御（
へ
い
・
さ
く
）

二
方
様

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…



五
一

書
添
申
上
候
、
先
達
而
ハ
細
〳
〵
の
御
玉
章
御
贈
被
下
難
有
存
候
、
く
り
返
し
拝
し

上
候
て
悦
入
候
、
い
ま
た
御
返
事
も
延
引
ニ
成
ま
し
、
何
角
多
用
ニ
暮
し
日
々
取
紛
、

御
ふ（
無
）礼
ニ
う
ち
過
し
候
段
、
御
用
捨
可
被
下
候
、
猶
ま
た
毎
事
珍
ら
し
き
御
品
御
恵

贈
被
下
、
皆
〳
〵
厚
く
悦
入
候
、
何
事
も
御
目
に
懸
、
委
し
く
御
礼
申
上
候

一
、
先
日
は
御
算
用
被
下
難
有
存
、
さ
て
金
子
壱
両
御
遣
し
候
、
慥
ニ
御
預
り
申
上

候
、
御
帳
面
御
預
り
置
候
、
何
事
も
〳
〵
跡
ゟ
申
上
候
、
以
上

【
Ａ
：
④
】
華
房
薗
生
・
ら
く
→
西
谷
た
づ　
（
文
久
二
年
）
九
月
六
日

�

〔
七

－

Ｃ

－

七

－

一
〕

�

＊
切
継
、
一
五
・
四
×
八
一
・
〇
セ
ン
チ

尚
々
い
そ
き
大
乱
筆
、
何
事
茂
跡
先
御
察
し
御
ら
ん
可
被
下
候

追
々
冷
や
か
に
相
成
候
処
、
い
よ
〳
〵
御
揃
遊
し
御
栄
へ
ニ
渡
ら
せ
候
よ
し
、
う
へ

な
ふ
〳
〵
御
め
て
た
く
存
候
、
い
て
や
此
頃
、
御
姉
君
ニ
も
も
は
や
満
中
陰
ニ
な
ら

せ
候
よ
し
、
月
日
ハ
矢
の
こ
と
く
そ
ん
し
候
、
は
た
御
心
さ
し
と
て
、
何
寄
御
品
御

餞
下
さ
れ
難
有
そ
ん
し
候
、
又
々
御
荷
物
今
日
は
皆
〳
〵
さ
し
上
候
、
も
し
不
足
の

も
の
御
座
候
ハ
ヽ
御
申
遣
し
可
被
下
候
、
も
は
や
御
越
し
も
な
く
候
と
存
候
へ
者
、
い

と
〳
〵
御
残
多
、
し
か
し
、
ほ
と
遠
く
へ
た
ち
居
申
候
て
も
、
御
目
に
懸
申
を
り
も

御
座
候
ま
ゝ
、
わ
た
く
し
も
何
卒
〳
〵
ふ無

事
ニ
居
申
候
て
、
そ
の
う
ち
ニ
ハ
一
度
参

し
た
く
そ
ん
し
候
ま
ゝ
、
其
折
を
俟
の
ミ
ニ
御
座
候
、
末
も
し
な
か
ら
、
御
母
公
様

へ
も
く
れ
〳
〵
よ
ろ
し
く
御
仰
上
可
被
下
候
、
此
段
御
頼
申
上
候

一
、
算
用
之
事
、
一
向
不
算
ニ
て
御
座
候
故
よ
ろ
し
く
御
な
し
、
不
足
之
処
も
御
座

候
半
ま
ゝ
、
御
仰
遣
し
可
被
下
候
、
さ
て
、
佐
一
郎
事
毎
々
御
尋
被
下
、
此
ほ
と
ハ

大
キ
ニ
よ
ろ
し
く
相
成
り
て
皆
〳
〵
悦
入
候
、
し
か
し
、
病
後
ニ
御
座
候
故
、

や（

養

生

）

う
し
や
う
い
た
し
居
申
候
、
御
心
も
し
ニ
御
尋
ね
下
さ
れ
、
呉
〳
〵
も
よ
ろ
し
く

佐
一
郎
ゟ
申
度
申
候
、
委
し
く
ふ
ミ
も
認
候
て
差
上
度
存
候
得
共
、
御
使
御
ま（
た
脱
ヵ
）
せ
申

も
気
毒
、
あ
ら
〳
〵
申
上
た
く
、
め
て
た
く
、
か
し
く

	

菊
月
六
日	

	
	

華
房

	
	

	
	

	

　
　

薗
生

　
　

〆
（
封
じ
目
）		

	

　
　

	

　

	

　
　

ら
く

　
　

西
谷
於
田
鶴
様

	
	

御
許
へ

【
Ａ
：
⑤
】
華
房
→
西
谷　
（
文
久
二
年
）
九
月
六
日　
〔
四

－

六
〇

－

二
〕

�

＊
切
紙
・
封
紙
欠
ヵ
、
一
六
・
六
×
三
五
・
三
セ
ン
チ

	

御　

請

一
、
金
百
疋	

	
	

御
祝
儀

右
者
重
陽
之
御
祝
儀
御
座
候
而
御
恵
贈
被
下
、
御
厚
志
之
段
忝
祝
納
仕
候
、
猶
期
貴

顔
万
々
御
礼
可
申
上
候
得
共
、
先
者
御
報
旁
如
此
御
座
候
、
以
上

	

九
月
六
日	

	
	

華　

房

　
　
　

西

谷

様

【
Ａ
：
⑥
】
華
房
→
銀
屋
（
清
水
氏
）　
（
安
政
六
年
ヵ
）
八
月
二
九
日

�

〔
七

－

Ｃ

－

九

－

一
七
〕

�

＊
切
継
、
一
六
・
六
×
二
二
・
二
セ
ン
チ

乍
憚
宜
敷
御
頼
申
上
候
、
以
上

種
屋
様
ゟ
先
日
金
子
御
預
り
申
候
、
鳥
渡
受
取
差
上
置
候
、
此
度
請
取
帳
御
渡
し
申



五
二

上
候
故
、
御
面　（
倒
）　
到
な
か
ら
御
上
可
被
下
候
、
先
の
請
取
御
引
か
へ
可
被
下
候
、
以
上

	

八
月
廿
九
日	

	
	

華　

房

	
銀

屋

様

【
Ｂ
】
塾
中
の
た
づ
と
母
・
姉
と
の
間
の
書
状

【
Ｂ
：
①
】
た
づ
→
母
あ
い　
（
安
政
六
年
）
八
月
二
六
日　
〔
七

－

Ｃ

－

四

－
五
〕

�

＊
切
紙
、
一
六
・
六
×
五
三
・
七
セ
ン
チ

　

昨
日
ハ
無
事
ニ
さ
ん
し
ま
し

一
、
ぬ
い
物
之
事
、
華
房
様
の
御
内
で
と
頼
上
候
ら
へ
ハ
承
知
致
、
し
か
し
私
方
ハ

さ
し
ぬ
い
て
御
座
候
哉
如
何
と
御
尋
ね
な
さ
れ
、
さ
し
ぬ
い
で
も
大
事
無
と
申
ま

し
候
ら
へ
ハ
、
左
様
な
れ
ハ
私
方
で
お（
教
え
）せま
と
仰
ニ
て
、
何
ニ
〳
〵
御
安
心
被
下

一
、
事
（
琴
ヵ
）ち
い
さ
い
の
少
々
勝
て（
手
悪
）あし
く
候
■
ら
へ
共
、
何
分
御
あ
な
た
様
一
と
御
越

上
、
御
は
な
し
申
上
候
、
一
日
な
は
や
く
〳
〵
御
越
被
下
、
御
待
申
上
候

	
	

	
	

	

め
て
た
く
、
か
し
く

一
、
此
菓
子
少
々
御
父
上
様
御
あ
け
下
さ
れ
ま
し

　

に
し
谷

　
　
　

御

母

様	
	

	

　
　

田　

鶴

	

　
　
　
　

上

　

〆
（
封
じ
目
）	

八
月
廿
六
日

【
Ｂ
：
②
】
母
あ
い
→
た
づ　
（
安
政
六
年
）
八
月
二
八
日　
〔
七

－

Ｃ

－

九

－

三
〕

�

＊
切
継
、
一
六
・
五
×
三
五
・
五
セ
ン
チ

此
間
ハ
何
か
ま
つ
ゟ
承
り
、
大
安
心
致
候
、
御
父
上
事
も
大
幾（

機

嫌

）

げ
ん
宜
敷
候
、
安
心

被
下
、
飯
台
跡
ゟ
遣
し
、
わ
た
し
儀
ハ
先
ゟ
申
候
と
ふ
り
、（
重
陽
の
節
句
）

節
句
後
中
頃
ニ
て
ハ
参

り
度
や
う
存
候
、
何
れ
卯
八
事
ハ
一
両
日
内
ニ
遣
し
候
、
今
日
ハ
急
キ
仕
事
斗
弐
品

遣
し
、
入
手
被
下
候
、
廿
六
日
ニ
昼
か
ら
道
明
寺
へ
私
参
詣
致
、
御
み
く
じ
上
、
甚

タ
よ
ろ
し
く
、
其
御
地
都
合
同
用（
様
）の

事
と
山
々
嬉
敷

	
	

	
	

	

め
て
度
、
か
し
く

	

八
月
廿
八
日	

	
	

　
　

母 

ゟ

	
	

お
田
鶴
と
の

【
Ｂ
：
③
】
母
あ
い
→
た
づ　
（
安
政
六
年
）
八
月
二
九
日　
〔
七

－

Ｃ

－

七

－

三
〕

�

＊
切
継
、
一
六
・
五
×
五
七
・
一
セ
ン
チ

	
	

	

仕
立
物

　

御
師
匠
様	

	

　
　
　

綿　

入

　

米　

沢	
	

　
　
　

は（

半

纏

）

ん
ち
や

　

父　

上	
	

　
　
　

お　

び

　

ほ
そ
帯	

	

　
　
　

壱

　

〆

　

単　

物	
	

　

ゆ
ぐ　

弐

　

飯　

台	
	

　

三
味
線
箱

右
之
品
御
入
手
下
さ
れ
候



五
三

ぬ
い
物
御
内
ニ
て
お
せ
て
い
だ（
マ
マ
）ゝき

と
承
り
、
誠
ニ
御
嬉
敷

御
師
匠
様
方
仰
、
お
ま
い
の
事
何
人
不
及
申
、
御
大
切
ニ
被
成
候
や
察
し
、
清
水
い

と
も
あ
つ
く
仕
合
被
成
候
や
う
嬉
敷
、
ぬ
い
物
の
間
に
な
り
物
始
、
手
習
も
さ
ら
へ

さ
し
て
も
ら
い
被
成
候
や
承
り
度
候
、
わ
た
し
事
、
た
つ
て
と
あ
れ
バ
日
積
り
も
致

候
へ
共
、
な
る
や
う
な
れ
バ
中
頃
迠
ニ
参
し
度

	
	

	
	

	

目
出
度
、
か
し
く

御
師
匠
様
へ
上
ま
し
た
き
品
あ
れ
バ
、
遠
慮
な
く
御
申
越

	

八
月
廿
九
日

　

華
房
様
ニ
て	

	
	

	

に
し
谷

	

お
た
つ
と
の	

	
	

　
　

母 

ゟ

【
Ｂ
：
④
】
母
あ
い
→
た
づ　
（
安
政
六
年
）
一
一
月
三
日　
〔
七

－

Ｃ

－

七

－

四
〕

�

＊
切
継
、
一
六
・
三
×
五
四
・
二
セ
ン
チ

此
間
ハ
御
師
匠
様
ゟ
も
お
ま
い
ゟ
も
御
書
状
慥
ニ
入
手
致
、
何
か
と
委（
ヵ
）し

く
し（

承

知

）

よ
ち

致
候
て
、
誠
に
〳
〵
結
構
成
御
し（

師

匠

）

ゆ
し
よ
様
ゆ
へ
ニ
や
ま
〳
〵
御
嬉
し
く
、
来
春
も

勝
て
あ
し
く
共
、
お
ま
い
を
ま
だ
〳
〵
御
世
話
様
ニ
相
成
つ
も
り
ゆ
へ
、
左
様
の
つ

も
り
ニ
て
御
帰
り
、
お
ま
い
の
十（
マ
マ
）六才
ニ
成
の
が
い
や
て
候
ら
へ
共
、
何
分
〳
〵
姉

は
今
行
度
申
て
も
か
な
わ
ぬ
事
ゆ
へ
、
お
ま
い
今
の
内
に
も
そ
ふ
と
あ
げ
る
、
当
月

は
末
ニ
む
か
い
遣
し
、
春
と
の
へ
序
も
御
座
候
へ
ハ
、
此
方
へ
送
り
て
ほ
し
く
候
へ

共
如
何
、
誠
に
せ
わ
し
く
事
大
山
ニ
な
れ
共
、
い
つ
れ
十
日
頃
う
八
遣
し
申
候
、
其

ほ
う
の
勝
て
に
む
か
い
遣
し
候

一
、
女
大
か（

学

）くの
こ（

講

釈

）

う
し
や
く
誠
に
有
か
た
く
、
わ
し
の
そ
ハ
ニ
置
や
う
ハ
嬉
し
く

有
か
た
く
〳
〵
、
其
外
い
ろ
〳
〵
同
や
う
の
事
、
け（
稽
古
ヵ
）

い
子

父
上
き
け
ん
よ
ろ
し
く

	
	

	
	

御
め
て
度
、
か
し
く

	

十
一
月
三
日	

	
	

　
　

は
ゝ
ゟ

	
	

お
た
つ
と
の

	

く
す
り
・
た
ひ
入
手

【
Ｂ
：
⑤
】
母
あ
い
→
た
づ　
（
安
政
六
年
）
一
一
月
九
日　
〔
七

－

Ｃ

－

七

－

五
〕

�

＊
切
継
、
一
六
・
〇
×
八
六
・
九
セ
ン
チ

　

此
間
ゟ
御
祝
儀
日（
マ
マ
）ろ〳

〵
あ（

案

じ

）

ん
し
な
か
ら
延
引
ニ
相
成

	

金
弐
朱　

	

中　

払

	
	

	

御
祝
儀

	

　

三
匁	

	

て
な
ら
い

	
	

	

御
祝
儀

	

金
三
歩	

	

小
使
へ

此
分
御
師
匠
様
へ
差
上
置
候
ま
ゝ
、
た
ひ
つ
ね
の
一
足
調
て
も
ら
い
、
早
々
は
き
な

さ
れ

一
、
父
上
随
分
き
け
ん
よ
ろ
し
く
、
お
ま
い
事
お
中
の
く
わ
い
よ
ろ
し
く
と
、
誠
に

御
嬉
し
く
、
月
末
ニ
御
帰
り
な
さ
れ
、
御
仕
立
物
の
や
う
す
、
又
は
は
る
と
の
の
勝

て
し
だ
い
ニ
て
、
日
を
き
め
て
返
事
御
越
、
下
男
迎
ひ
ニ
遣
し
、
又
々
は
る
勝
て
あ

し
く
候
ら
へ
ハ
、
こ
ち
ら
よ
り
竹
（
西
谷
家
下
女
）
成
と
む
か
い
に
遣
し
候

わ
た
の
お
こ
し
ハ
も
あ
け
ま
せ
ぬ
、
よ
ろ
し
く
様
、
此
間
の
ね
ま
き
て
し
も
と
き
な

さ
れ
候
、
私
も
ね（
姉
）さ

ん
も
ミ
な
〳
〵
無
事
ニ
て
候

一
、
今
は
し
へ
は
此
間
の
御
礼
も
い
ま
た
ゑ
遣
し
不
申
ゆ
へ
、
立
よ
ら
ず
帰
り
な
さ



五
四

れ
、
春
は
又
ゆ
る
〳
〵
し
く
参
り
な
さ
れ
、
用（
月
ヵ
）末

ニ
ハ
め
も
ふ
し
楽
し
み
ま
い
ら
せ

候
、
か
へ
す
〳
〵
も
御
師
匠
様
ゟ
あ
つ
く
御
け（

稽

古

）

い
こ
う
段
、
誠
に
御
嬉
し
く
存
、
宜

御
申
上
下
さ
れ
、
春
ハ
又
私
か
送
り
参
り
、
御
礼
申
あ
け
ま
す
、
今
日
ハ
さ（

細

工

）

い
く
物

御
越
と
嬉
し
く
待
入
候
、
御
め
て
度
、
か
し
く

下
作
ゟ
年
貢
納
折
か
ら
、
い
か
ふ
〳
〵
台
所
か
し
ま
し
く
多
用
〳
〵
、
御
帰
り
待
、

御
て
つ
た
へ
下
さ
れ
候

	

〆
（
封
じ
目
）

	

十
一
月
九
日

	

　
　

お
田
鶴
と
の	

	
	

母 

ゟ

【
Ｂ
：
⑥
】
姉
さ
く
→
た
づ　
（
文
久
二
年
）
五
月
一
〇
日　
〔
七

－

Ｃ

－

七

－

二
〕

�

＊
切
継
／
切
紙
、
一
六
・
五
×
三
七
・
三
セ
ン
チ
／
一
六
・
五
×
一
三
・
三
セ
ン
チ

此
間
は
御
幾
嫌
よ
く
御
出
遊
し
、
天
気
も
程
よ
く
御
座
候
て
悦
入
ま
い
ら
せ
候
、
左

や
う
候
得
ハ
、
御
認
置
の
品
内
、
綿
入
一
、
帷
子
弐
枚
、
ゆ
ぐ
一
出
置
、
ゆ
か
た
一
、

花
色
帷
子
一
入
置
申
候
、
又
々
跡
ゟ
花
色
か
す
り
帷
子
一
枚
遣
し
申
候
、
昨
夕
御
母

様
御
幾
嫌
よ
く
御
帰
り
遊
し
、
何
か
御
咄
来
り
、
嬉
敷
存
上
候
、
何
成
と
用
事
御
申

越
可
被
成
候
、
尚
ま
め
少
々
な
か
ら
御
師
匠
様
へ
御
上
ま
し
被
下
度
、
通
ハ
次
の
便

り
に
遣
し
申
候

	
	

	
	

ま
つ
は
用
事
の
ミ
申
上
、
か
し
く

　

〆
（
封
じ
目
）

	

五
月
十
日

華
房
様
ニ
而

　
　

西
谷
お
田
津
様	

	
	

同　

さ
く

	
	

上

	

ゆ
す
ら
、
ヱ
ソ
や
ゟ
お
ま
い
さ
ん
ニ
上
度
申
、
引
出
し
ニ
入
置
候

	

…
…
…
…
…
…
…
…
…

あ
わ
せ	

	

壱	
	

か
た
ひ
ら	

一

花
色
か
す
り
単	

一	
	

ゆ
か
た	

	

一

帯	
	

壱	
	

地（

襦

袢

）

は
ん	

	

壱

あ
せ
取	

	

弐　
　
　

	

ゆ　

く	
	

弐

文　

庫	
	

弐	
	

す
そ
ま
き
古	

一

	
	

	
	

ね
り
や
く

	
	

	
	

す
ゝ
り
箱	

一

	
	

	
	

徳　

利	
	

壱

【
Ｂ
：
⑦
】
た
づ
→
母
へ
い　
（
文
久
二
年
）
五
月
（
一
一
日
ヵ
）　

�

〔
七

－

Ｃ

－

四

－

三
〕

�

＊
切
継
、
一
六
・
三
×
八
〇
・
六
セ
ン
チ

今
日
ハ
よ
ろ
し
く
御
天
気
、
此
間
わ
ざ
〳
〵
私
送
り
被
下
有
か
た
く
、
御
帰
り
所
如

何
、
お（
お
み
足
）

み
や
も
し
い
た
み
候
か
と
蔭
な
か
ら
御
あ
ん
し
申
上
、
今
日
卯
八
と
の
ニ
承

り
、
御
き
げ
ん
ほ
と
有
か
た
く
存
上
、
私
事
御
中
く
わ
い
宜
敷
、
御
安
心
被
下

一
、
琴
事
、
御
師
匠
様
ニ
御
尋
申
上
候
ら
へ
ハ
、
私
方
ニ
あ
き
て
御
座
候
間
御
つ
か

い
遊
し
と
御
申
被
下
、
か
り
請
候
間
御
安
心
被
下

一
、
か
み
ゆ
い
さ
ん
の
事
、
子
達
ニ
尋
候
ら
へ
ハ
、
三
日
ほ
と
致
候
ら
へ
ハ
、



五
五

つ（
後
頭
部
の
結
髪
）（
が
た
が
た
ヵ
）

と
か
だ
〳
〵
ニ
相
成
申
ま
す
、
是
又
こ
ま
り
お
り
候

一
、
佐
一
郎
さ
ん
昨
年
ゟ
大
病
ニ
付
、
お
里
へ
御
よ（

養

生

）

う
し
う
ニ
御
帰
り
被
成
、
当
春

か
ら
も
一
度
一
寸
も
御
帰
り
御
座
無

一
、
今
日
ゑ
ん
と
豆
沢
山
ニ
送
り
被
下
、
御
師
匠
様
御
悦
ひ
遊
し

一
、
し
（
衍
ヵ
）き

し
く
子
達
、
私
の
外
弐
人
御
座
候
て
、
壱
人
の
御
方
昨
日
御
内
へ
御
帰
り

被
成
、
跡
壱
人
の
御
方
中
頃
ニ
お
内
へ
御
帰
り
、
私
壱
人
ニ
相
成
候
ら
へ
ハ
、
そ
れ

た
け
よ（
余
計
）けと（

得

）く取
申
候

夜
分
炭（
隅
ヵ
）の
た
ゝ
み
の
う
へ
ニ
て
う（
臥
）せ
り
、
の（

蚤

）みた
べ
、
行（
幾
）度
も
目
を
あ
き
、
か
い
な

な
し
ニ
か
た
つ
き
、
誠
ニ
き
た
な
く
候
、
御
師
匠
様
か
の
み
た
べ
ぬ
や
う
ぬ
（
マ
マ
）床

の
う

へ
ニ
て
御
や
す
み
遊
し

一
、
三
味
せ
ん
、
次
ニ
御
便
り
御
■
遣
し
被
下

に
い
様
・
ね
い
様
へ
宜
し
く
御
申
上
被
下
、
御
頼
申
上
候

い
ろ
〳
〵
御
遣
し
被
下
、
慥
ニ
入
手
致
、
御
父
上
様
之
三
廻
忌
迠
お
り
候
間
、
そ
れ

迠
ニ
用
事
御
座
候
間
、
御
迎
ひ
ニ
御
遣
し
被
下

ゆ
す
ら
有
か
た
く
、
ヱ
ソ
や
へ
よ
ろ
し
く

仕
事
こ（
こ
ち
ら
ヵ
）

ら
ニ
沢
山
ニ
御
座
候
間
、
ゆ
る
〳
〵
御
つ
も
り
被
下

	

〆
（
封
じ
目
）

　
　

西
谷
御
母
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

鶴

　
　
　
　

五
月
□（
虫
損
）

□
□

【
Ｂ
：
⑧
】
た
づ
→
母
へ
い
・
姉
さ
く　
（
文
久
二
年
）
五
月
一
四
日

�

〔
七

－

Ｃ

－

四

－

一
〕

�

＊
切
継
、
一
六
・
三
×
六
七
・
八
セ
ン
チ

此
間
ハ
卯
八
御
遣
し
被
下
、
い
ろ
〳
〵
有
か
た
く
、
卯
八
左
様
申
居
、
次
ニ
廿
二
、

三
日
ニ
上
り
ま
す
と
申
お
り

一
寸
御
ね
か
い
申
上
候
、
御
あ
な
た
様
ゟ
御
師
匠
様
ニ
琴
か
り
請
、
今
橋
書
状
、
此

間
御
師
匠
様
お
る
す
ニ
て
の
こ
り
よ（
マ
マ
）く、
私
も
少
々
用
事
も
御
座
候
て
早
々
引
取
、

又
々
ゆ
る
〳
〵
上
り
御
礼
御
咄
申
上
と
楽
し
み
と
、
書
状
御
上
け
宜
敷
御
直
し
被
下

願
上

私
此
間
ゟ
仕
事
、
御
師
匠
様
つ（

紬

）

む
き
の
ひ（
被
布
）ふ・

ろ（

絽

）うの
ひ
ふ
致
、
只
今
森
（
森
田
）琴

さ
ん
の

致
お
り

此
頃
ハ
の
み
い
か
う
〳
〵
多
く
成
、
私
夜
分
ね
か
ら
〳
〵
ゑ
ふ
せ
り
不
申
故
、
お
り

〳
〵
か
た
こ
り
、
つ（

頭

痛

）

つ
う
致
、
困
り
居
、
是
ハ
じ（

常

事

）

よ
じ
事
ニ
御
座
候
間
、
御
あ
ん
し

被
下
ま
し
く
候

私
ふ
と
ん
・
袷
ね
ま
き
、
両
三
年
続
き
あ（

垢

）かつ
き
候
て
、
只
今
も
き
て
お
り
候
間
、

そ
れ
で
よ
け
の
み
た
へ
候
か
と
も
察
し
、
廿
二
、
三
日
ニ
御
便
り
ニ
ふ
と
ん
小
壱
、

ね
ま
き
単
物
御
遣
し
被
下
、
申
か
ね
候
ら
へ
共
つ（
マ
マ
）
ね
つ
す
ゞ
し
や
う
な
お
も
し
、
御

心
か
け
被
下
ま
し
、
御
あ
な
た
様
御
つ（
疲
れ
ヵ
）れ遊

さ
ぬ
や
う
、
乍
蔭
御
ね
ん
し
申
上
、
ど

な
た
様
へ
よ
ろ
し
く
御
申
上
、
ね
り
薬
誠
ニ
宜
敷
、
あ
れ
七
月
十
日
迠
御
座
候
間
、

左
様
お
ほ
し
め
し
被
下

申
か
ね
候
ら
へ
共
、
ね
ま
き
単
物
、
飛
脚
ニ
て
も
は
や
〳
〵
御
遣
し
被
下
、
宜
敷
御

ね
か
い
申
上
候



五
六

　

に
し
谷

　
　
　

御
母
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

鶴

　
　
　

御
ね
い
様　

上	
	

　
　

	

	
	

ヱ
ソ
や
へ
ゆ
す
ら
悦
ひ
候
と
御
申
被
下

	
	

子
達
も
上
、
私
も
楽
し
み
た
へ

　

〆
（
封
じ
目
）
　

五
月
十
四
日

【
Ｂ
：
⑨
】（
母
へ
い
）
→
（
た
づ
）　
（
文
久
二
年
五
月
中
旬
ヵ
）

�

〔
七

－

Ｃ

－
一
〇

－

一
二
八
〕

�

＊
折
紙
／
切
紙
、
二
五
・
〇
×
三
四
・
〇
セ
ン
チ
／
一
六
・
三
×
一
八
・
二
セ
ン
チ

此
頃
は
何
か
た
も
の（

蚤

）み甚
お
ふ
く
相
成
ま
し
、
定
め
し
御
し
ゆ
し
よ
様
方
も
御
こ
ま

り
と
察
し
上
、
お
ま
い
様
も
廿
二
、
三
日
に
ま
て
に
、
此
ね
ま
き
・
こ
し
ま
、
は
や

〳
〵
か
ず
〳
〵
御
し
か
い
成
、
其
節
も
の
り
か
へ
の
ひ
と
よ
遣
し
候
、
ね（

練

薬

）

り
や
く
も

来
月
さ
し
入
ま
て
に
た
へ
な
さ
れ
、
そ
れ
ま
て
に
又
々
久
下
方
へ
頼
置
、
誠
に
め
い

〳
〵
に
た（

達

者

）

し
や
ニ
て
、
薬
礼
も
す
く
な
く
ゆ
へ
ニ
か
な
ら
す
遠
慮
な
く
候

	
	

	

お
こ
し

	

一
、
ね
ま
き
の　

	

ひ
と
よ

	
	

	

お　

ひ

外
ニ
花
色
か
す
り
二
ま
い
、
こ
れ
ハ
と
ち
ら
成
共
い
や
な
方
一
ま
い
御
か
へ
し
、
姉

の
に
致
候
、
ゑ
り
新（
芯
ヵ
）切

と
衿
う
ら
切
、
よ
ろ
し
■
ほ
と
御
取
な
さ
れ
、
こ
れ
も
跡
御

か
へ
し
、
う
八
行
時
に
な（

夏

夜

着

）

つ
よ
き
も
遣
し
候
、
そ
れ
ま
て
用
事
あ
れ
ハ
御
申
越
、
此

頃
は
く（

蔵

）らの
は（

破

損

）

そ
ん
致
居
候
、
今
日
ハ
し（

左

官

）

や
く
わ
ん
弐
人
、
と
ゆ
直
し
大
久
共
、
倅

事
よ
ほ
と
人
の
さ（

指

図

）

し
つ
よ
く
出
来
申
候

こ（

琴

）と
ハ
や
は
り
ち
い
さ
い
の
あ
け
る
つ
も
り
な
り
、
お
と
ハ
如
何
候
へ
共
、
又
々

そ（

損

じ

賃

）

ん
し
ち
ん
御
取
被
下
候
へ
ハ
よ
ろ
し
く
候
ら
へ
共
、
さ
も
な
く
ハ
か
へ
つ
て
如
何

存
候
ま
ゝ
、
三
味
せ
ん
も
や
は
り
か（

貸

棹

ヵ

）

し
さ
を
ニ
致
候
つ
も
り
、
其
方
ニ
て
い
つ
れ
直

し
品
物
ゆ
へ
ニ
、
よ
ろ
し
く
御
頼
申
入
置
候

御
し（

師

匠

）

ゆ
し
様
様（
衍
）ハ

私
同
用（
様
）の

事
ゆ
へ
ニ
、
か
な
ら
す
〳
〵
あ
ま
り
遠
慮
も
な
ふ
、
き

を
ゆ
た
か
に
も
ち
て
、
着
事
も
あ
ま
り
〳
〵
い
ら
〳
〵
せ
ぬ
や
う
に
、
あ
ま
り
つ（
頭
痛
ヵ
）

つ
ゝ

致
候
ら
へ
ハ
申
上
る
か
よ
ろ
し
く
候

	
	

	
	

	

ゟ
（
マ
マ
）

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

少
々
ヅ
ヽ
う
た
へ
ず
、
大
事
成
は（

歯

）あな
ど
い
た
み
候
事
ハ
、
お
中
が
こ（

壊

）わり
候
御
事

と
あ
ん
し
、
何
分
ニ
も
は
や
〳
〵
御
引
取
、
内
ニ
て
お
中
も
ゆ
た
か
に
相
成
候
う
へ

ニ
て
、
又
々
其
御
地
へ
上
り
な
さ
れ
、
迚
も
〳
〵
あ
つ
さ
に
む
か
い
折
か
ら
の
み
、

腹
中
じ
よ
ぶ
に
致
、
お
か
ね
ハ
此
度
ハ
行
し
、
時
前
ゟ
少
々
勝
れ
不
申
ゆ
へ
ニ
、
姉

も
ね（
寝
間
）まゟ
あ
ん
し
居

【
Ｂ
：
⑩
】
た
づ
→
母
へ
い　
（
文
久
二
年
）
五
月
二
〇
日　
〔
七

－

Ｃ

－

四

－

二
〕

�

＊
切
継
・
上
端
紅
、
一
六
・
七
×
五
六
・
六
セ
ン
チ

此
間
飛
脚
ニ
て
品
々
御
遣
し
被
下
、
慥
ニ
入
手
致
有
か
た
く
、
■
扨
私
夜
分
ね
か
ら

ゑ
ふ
せ
り
不
申
ニ
付
、
い
ろ
〳
〵
つ
つ
う
致
、
か
た
こ
り
、
此
頃
二
、
三
日
た
し
や

ニ
て
悦
ひ
候
所
、
廿
日
朝
ゟ
ひ
だ
り
は（

歯

肉

）

あ
じ
し
は
れ
、
誠
ニ
困
り
、
御
師
匠
様
ニ
左

様
申
上
候
て
、
雪（
雪
の
下
）

し
た
・
か（

甘

草

）

ん
そ
せ
ん
じ
、
く
ゝ
み
お
り

一
、
此
頃
ハ
よ
ほ
ど
寺
子
の
子
達
、
は
し
か
ニ
て
お
や
す
み
被
成
候
間
、
廿
三
日
卯

八
御
遣
し
被
下
候
時
ニ
、
は
し
か
時
も
は
し
か
な
き
時
も
、
大
事
無
薬
御
持
て
被
下
、



五
七

外
ニ
か
ん
之
薬
共
、
甚
申
か
ね
候
ら
へ
共
、
赤
み
そ
・
白
み
そ
ニ
て
も
大
事
無
、
御

勝
て
宜
敷
之
少
々
御
上
ケ
被
下

一
、
ね
い
様
は
し
か
ま
た
ニ
候
間
、
す
い
ふ
ん
風
ひ
か
ぬ
や
う
ニ
御
ね
か
い
申
上
、

此
頃
ハ
ふ（
不
自
由
）

し
う
ニ
て
候
間
、
と
な
た
様
も
御
ゐ
と
い
遊
し

	
	

呉
（
く
れ
ぐ
れ
）も

御
ね
か
い
申
上
候

　

こ
お
■り

方（
重
ヵ
）ね御

持
せ
被
下
、
返
し
品
沢
山
ニ
御
座
候
間
、
左
様
御
承
知
被
下

　

に
し
谷

　
　
　

御
母
様	

	
	

	

　
　

田　

鶴

	

　
　
　

上

　

〆
（
封
じ
目
）
　
　

五
月
廿
日	

夜
分
し
た
ゝ
め

【
Ｂ
：
⑪
】
た
づ
→
母
へ
い
・
姉
さ
く　
（
文
久
二
年
）
五
月
二
七
日

�
〔
七

－

Ａ

－

一
九

－

一
〕

＊
封
紙
：
二
一
・
五
×
一
五
・
八
セ
ン
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
紙
：
切
継
／
切
紙
、
一
六
・
三
×
八
九
・
三
セ
ン
チ
／
一
六
・
三
×
二
〇
・
四
セ
ン
チ

（
封
紙
上
書
）

「
御　

母　

様	
	

	

田　

鶴

　
　
　
　
　

 

上	
	

　
　
　
　
　
　
　

」

此
頃
ハ
う（

不

揃

い

）

そ
ろ
ひ
の
御
天
気
お
ハ
し
、
と
な
た
様
き（

機

嫌

）

け
ん
ほ
と
嬉
敷
、
私
事
誠
ニ
お

中
く
わ
い
宜
敷
、
は（

歯

肉

）

じ
し
大
分
な
お
り
、
方（
肩
）こ

り
・
つ（

頭

痛

）

つ
う
も
少
シ
も
な
し
、
は
し

か
ま
じ
な
ひ
薬
も
い
ろ
〳
〵
た
へ
候
間
、
左
様
御
安
心
被
下

一
、
ね
り
薬
事
、
ま
た
久
下
へ
御
頼
遊
さ
ぬ
上
ニ
候
ら
へ
ハ
誠
ニ
宜
敷
申
、
御
頼
の

跡
ニ
て
候
ら
へ
ハ
、
一
寸
久
下
へ
ね
り
薬
之
こ
し
ら
い
致
て
あ
る
か
な
い
か
御
尋
被

下
、
ま
た
こ
し
ら
い
致
て
御
座
な
く
候
ら
へ
ハ
御
見
合
被
下
、
ね
り
薬
砂
と（

糖

）ふ
の

か（

加

減

）

け
ん
ニ
て
少
々
む
し
わ
き
候
様
、
慥
ニ
存
候
間
、
ね
い
様
の
御
合
遊
し
候
ま（
虫
下
し
）

く
り

五
七
ふ
く
ほ
と
御
遣
し
被
下
、
ね
り
薬
の
か
ハ
り
ニ
か（

榧

）やい
り
て
御
遣
し
被
下
、
只

今
ニ
て
ハ
何
も
う（
不
自
由
ヵ
）

し
う
な
物
御
座
な
く
候
間
、
飛
脚
宜
敷
候
間
、
右
二
品
御
遣
し
被

下
御
ね
か
い
申
上
候

一
、
廿
三
日
八
ツ
過
ニ
大
屋
こ
と
み
す
し
弐
百
文
か
の
ほ
と
、
私
へ
と
持
て
参
り
候

故
、
其
ま
ゝ
御
師
匠
様
へ
差
上
候
ら
へ
ハ
、
七
ツ
過
ニ
御
師
匠
様
双
方
、
私
外
子
達

三
人
、
〆
六
人
た
べ
申
候
、
左
様
思
召
被
下
ま
し

	
�

は
し
か
の
気
少
シ
も
な
き
内
ニ
た
べ
候
く
す
り
、
は
し
か
相
済
申
候
人
も

た
へ
て
宜
敷

一
、
黒　

豆	

五
十
つ（

粒

）ほ	
	

一
、
丸
き
ん
か
ん	

十

一
、
さ
ん
ざ
し　

	

丗	
	

	

一
、
古
梅
干	

三
ツ

一
、
か（

甘

草

）

ん
そ	

五
分	

	
	

〆　

五　

品

右
之
品
黒
や
き
ニ
致
て
た
へ
候
ら
へ
ハ
誠
ニ
宜
敷
、
御
お
じ（

邪

魔

）

や
ま
ニ
候
ら
へ
ハ
、
せ

ん
じ
候
て
も
く
る
し
か
ら
す
、
常
の
薬
の
水
の
入
か
け
ん
ゟ
大
分
は（

倍

）いニ
致
、
壱
合

ほ
と
せ
ん
し
つ
め
、
十
人
御
上
り
遊
し
、
拾
人
之
内
壱
人
も
か
け
て
ハ
あ
し
く
、
多

く
な
り
て
も
あ
し
く
、
十
人
ニ
す
ぱ
り
御
わ
り
遊
し
御
用
ひ
遊
し

　

ま
つ
は
用
事
斗
申
上
、
宜
敷
御
ね
か
い
申
上
ま
い
ら
せ
候

	
	

	
	

	

御
め
出
た
く
、
か
し
く

	
五
月
廿
七
日

	
	

	
	

	

　
　

田　

鶴



五
八

　
　

西
谷

	

御
母
様

	

御
ね
い
様

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

書
添
へ
申
上
候
、
ま
く
り
・
か
や
・
し
き
ん
し
や
う
三
品
、
は
や
〳
〵
飛
脚
ニ
て
御

遣
し
被
下
、
御
師
匠
様
左
様
御
申
、
昨
年
八
月
ニ
お
田
津
さ
ん
と
こ
ゟ
か
き
が
ち
ん

到
来
致
、
誠
ニ
嬉
敷
、
い
ま
た
楽
し
も
か（

紙

袋

）

ん
■
ぶ
く
ろ
の
そ
こ
ニ
相
成
ま
し
、
毎
日

二
、
三
枚
■
た
べ
お
り
候
間
、
長
〳
〵
楽
し
み
ま
し
た
と
御
申
ニ
候
故
、
申
か
ね
候

ら
へ
共
、
次
ニ
使
御
遣
し
被
下
候
時
、
少
々
ひ
ね
ニ
て
も
御
上
ケ
被
下
ま
し
、
私
ひ

ぢ
も
た
れ
二
ツ
ほ
と
つ
も
り
致
■
■
■
■
お
せ
て
も
ら
い
候
間
、
綿
二
、
三
枚
御
遣

し
被
下
、
只
今
あ（

明

石

縮

）

か
し
ち
ゝ
み
の
ひ（
被
布
）ふ致
て
お
り
、
此
間
ゟ
さ（

薩

摩

絣

）

つ
ま
か
す
り
か
た
ひ

ら
二
■
ま
い
致
候
、
此
間
赤
み
そ
有
か
た
く
、
ち
よ
こ
〳
〵
お
つ
け
ニ
し
て
よ
ほ（
ば
）れ

申
候
、
此
間
赤
飯
誠
ニ
か（

加

減

）

け
ん
宜
敷
、
私
行（
幾
）度

も
■
よ
ば
れ
候
、
か
へ
す
〳
〵
悦
ひ

お
り
候

【
Ｂ
：
⑫
】（
母
へ
い
）
→
（
た
づ
）　
（
文
久
二
年
五
月
下
旬
ヵ
）　
〔
七

－

Ｃ

－

九

－

二
〕

�

＊
切
継
、
一
五
・
二
×
四
二
・
五
セ
ン
チ

ま
い
〳
〵
御
文
よ
く
〳
〵
わ
か
り
申
候
、
ね
ま
き
ニ
ハ
ぬ（
縫
い
目
）

い
め
の
な
い
が
の（

蚤

）みに
よ

ろ
し
く
、
□（

肩

）たぬ
い
上
も
取
て
御
座
候
間
、
□
□
の
こ
り
候
時
ハ
、
何
て
成
と
た
ゝ

き
な
さ
れ
、
一
、
ね
り
や
く
あ
つ
ら
へ
有
、
一
、
森
（
森
田
）方

の
し
た
て
大
悦
ひ
、
一
、
姉

の
ひ
と
よ
は
や
〳
〵
間
ニ
合
、
人
き
や
う
入
も
大
悦
ひ

一
、
八（

半

夏

生

）

げ
し
や
う
に
飛
脚
も
如
何
、
ひ（

マ

マ

）

と
ふ
上
て
よ
ろ
し
く
ハ
、
い（

団

子

）

し
〳
〵
上
ま
す

一
、
か（

髪

）みの
事
、
大
察
し
あ（

案

じ

）

ん
し
、
姉
く
り
か
へ
し
申
居
、
お
き
ん
と
の
品
ニ
よ
り

候
ら
へ
ハ
、
な
つ
中
に
一
度
大
坂
へ
行
や（

用

事

）

う
し
有
や
う
申
居
候
ゆ
へ
ニ
、
た
い
て
な
れ

ハ
、
此
方
よ
り
も
参
し
く
れ
候
や
う
申
置
候
間
、
又
ま
へ
日
ニ
も
申
遣
し
候
間

一
、
お
き
ぬ
さ
ん
か
わ
い
ら
し
う
御
事
、
一
、
岡
ひ
よ
た
つ
方
子
も
私
咄
致
候
ら
へ

ハ
、
ほ（
報
恩
講
）

ん
子
ゟ
遣
し
度
や
う
に
申
入
れ
候
ら
へ
共
、
何
分
内
ニ
て
大
き（

気

儘

）

ま
ゝ
ゆ
へ
、

一
、
か
た
た
ゝ
き
、
ほ（
坊
ヵ
）ん様

上
度
候
ら
へ
共
、
お
か
し
い
ゆ
へ
に
、
お
ま
い
の
と
不

申
ニ
こ
し
ら
へ
置
な
さ
れ

【
Ｂ
：
⑬
】
た
づ
→
母
へ
い
・
姉
さ
く　
（
文
久
二
年
）
五
月
二
九
日

�

〔
七

－

Ｃ

－

一

－

五
六
〕

＊
略
封
の
上
に
封
紙
を
掛
け
る
。
封
紙
：
二
四
・
九
×
一
七
・
二
セ
ン
チ

＊
本
紙
：
切
継
、
一
六
・
三
×
九
三
・
二
セ
ン
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
封
紙
上
書
、
た
づ
筆
）

「
古
市	

	
	

　
　

種
屋
平
右
衛
門
様　
　
　
　
　
　
　

華　

房

　
　
　
　
　
　
　
　

御
返
事　
　
　
　
　
　
　
　

」

「　
　
　

 

五
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　

賃
済　

」

　

毎
々
何
か
と
御
め
ん
と
う
申
上
、
有
か
た
く

此
間
廿
七
日
出
之
包
、
廿
八
日
五
ツ
過
ニ
慥
ニ
入
手
致
、
帷
子
・
ゆ
か
た
・
あ
せ
取
・

ゆ
く
・
三
味
せ
ん
・
薬
弐
袋
、
外
ニ
品
々
御
遣
し
被
下
有
か
た
く
、
御
書
状
も
か
へ

す
〳
〵
も
永（
眺
）め

御
嬉
敷
、
左
様
候
ら
へ
ハ
、
八（

半

夏

生

団

子

）

け
し
よ
う
石
〳
〵
御
師
匠
様
ニ
尋
候

ら
へ
ハ
、
双
方
様
な
か
ら
か
る
き
物
ニ
て
、
誠
ニ
か（

好

物

）

う
ふ
づ
ニ
て
候
様
御
申
遊
し
候

故
、
御
め
ん
と
う
様
ニ
候
ら
へ
共
、
と
ふ
そ
〳
〵
少
々
斗
御
上
ケ
被
下
ま
し
、
御
ね

か
い
申
上
候



五
九

か（

髪

）みの
事
、
御
察
し
被
下
有
か
た
く
、
お
き
ん
と
の
事
も
御
中
く
わ
い
ニ
て
し
れ
不

申
候
ら
へ
共
、
お
な
し
く
な
ら
ハ
私
帰
日
け（

限

）んき
ま
り
候
う
へ
ニ
て
、
大
坂
へ
用
事

ニ
参
り
く
れ
ら
れ
候
ら
へ
ハ
、
つ（
都
）合
よ
く
被
存

い
し
〳
〵
御
遣
し
被
下
候
時
、
古
の
ニ
て
宜
敷
候
間
、
か
た
ひ
ら
・
ざ
ぶ
と
ん
御
持

て
、
慥
か
成
飛
脚
ニ
て
御
遣
し
被
下
、
私
お
中
く
わ
い
誠
ニ
宜
し
く
、
只
今
ニ
て
ハ

何
も
か
も
ふ（
不
自
由
）

し
う
の
物
御
座
無
候
間
、
し
ハ
ら
く
〳
〵
卯
八
事
御
遣
し
被
下
候
事
ハ

御
見
合
置
被
下
、
あ
ま
り
毎
々
之
事
ニ
て
御
と（
気
）の
と
く
様
ニ
と
察
し
上
、
又
々
用
事

御
座
候
ら
へ
ハ
、
私
事
故
御
遠
慮
な
ふ
書
状
ニ
て
申
上
候
間
、
左
様
思
召
被
下

お
き
ぬ
さ
ん
事
、
仰
通
り
か
わ
い
ら
し
う
候
事
、
お
り
三
ツ
ぐ
ら
い
の
子
お（
負
う
）て

か
い

道
通
り
被
成
、
私
が
と
こ
へ
行
な
さ
る
と
尋
候
ら
へ
ハ
、
さ（
座
摩
神
社
）

ま
様
へ
参
り
て
さ
ん
し

ま
し
た
と
申
被
成

御
師
匠
様
江
戸
水
天
宮
様
御
守
二
ツ
も
い
た
ゝ
き
、
天
神
様
御
守
袋
入
、
私
首
ニ
か

け
て
御
座
候
間
、
か
な
ら
す
〳
〵
御
あ（
案
じ
）ん御
無
用
〳
〵
、
其
上
い
ろ
〳
〵
御
内
ゟ
薬

い
た
ゝ
き
、
猶
々
私
も
心
慥
ニ
成
候
間
、
左
様
御
安
心
被
下

此
間
御
通
請
取
御
遣
し
被
下
、
御
師
匠
様
ニ
差
上
候
ら
へ
ハ
、
是
で
誠
ニ
よ
ろ
し
く

と
御
申
遊
し
候
ら
へ
共
、
私
も
通
ひ
よ
く
〳
〵
相
な
か
め
候
ら
へ
ハ
、
御
師
匠
様
何

ニ
と
も
〳
〵
御
申
御
座
無
候
ら
へ
ハ
、
私
一
寸
お
も
い
候
ニ
ハ
、
六
十
日
世
話
相
成

候
ら
へ
ハ
、
何
か
な
し
百
疋
御
心
の
礼
ニ
上
ま
す
様
是
迄
ゟ
承
り
候
ら
へ
共
、
と
お

や
ら
此
間
勘
定
内
ニ
百
疋
ハ
引
て
御
座
無
哉
ニ
存
候
間
、
其
御
内
ニ
て
の
ひ
か
へ
御

ら
ん
遊
し
被
下
、
私
帳
面
み
そ
こ
な
い
か
と
も
存
候
間
、
御
勝
手
ニ
て
宜
敷
候
間
、

御
内
ニ
て
御
し
ら
へ
置
被
下
■（
く
れ
ぐ
れ
）

呉
も
御
ね
か
い
申
上
候
、
私
心
の
ま
ゝ
申
上
、
御
め

ん
被
下
ま
し

	

ま
つ
は
い
ろ
〳
〵
御
め
ん
と
う
申
上
、
御
め
出
た
く
、
か
し
く

　

西
谷

　
　
　

御
母
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

鶴

　
　
　

御
ね
い
様　
　

上

　

〆
（
封
じ
目
）
　
　

五
月
晦
日

【
Ｂ
：
⑭
】
た
づ
→
母
へ
い
・
姉
さ
く　
（
文
久
二
年
）
六
月
一
日

�

〔
七

－

Ｃ

－

一

－

五
七
〕

＊
封
紙
：
二
四
・
六
×
三
三
・
五
セ
ン
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
紙
：
切
継
／
切
紙
、
一
六
・
二
×
四
七
・
五
セ
ン
チ
／
一
六
・
二
×
九
・
九
セ
ン
チ

（
封
紙
上
書
、
別
筆
）

「
河
内
古
市	

	
	

華
房

　
　

西
谷
平
右
衛
門
様	

	

　

佐
市
郎

	

　
　
　

平
安
急
用
書	

	

」

「	

六
月
朔
日	

	

　

自
大
坂

	

　

封	

　
　
　

賃
相
済	

	

」

一
寸
申
上
候
、
晦
日
七
ツ
過
ゟ
少
々
ね
つ
有
、
づ
つ
う
致
、
夜
分
ニ
相
成
候
ら
へ
ハ

よ
ほ
と
ね
つ
・
つ
つ
う
も
相
成
候
故
、　

御
師
匠
様
ニ
申
上
、
い
ろ
〳
〵
御
世
話
ニ
相

成
、
御
嬉
し
く
、
朔
日
ニ
誠
ニ
け（
結
構
）講成

お
い
し
や
様
ニ
み
て
も
ら
い
候
ら
へ
ハ
、
は

し
か
ニ
て
ハ
御
座
な
く
候
ら
へ
共
、
ね
つ
と
れ
ぐ
わ
い
ニ
て
、
は
し
か
ニ
も
相
成
候

様
御
申
遊
し
候
間
、
御
あ（

案

じ

）

ん
し
御
無
用
ニ
候
ら
へ
共
、
私
あ
ん
し
る
し（

性

分

）

よ
ふ
ん
ニ
御



六
〇

座
候
故
、
迎
ひ
ニ
ハ
及
不
申
候
ら
へ
共
、
一
寸
申
上
置
候

御
師
匠
様
左
様
御
申
遊
し

私
方
ゟ
書
状
差
上
筈
ニ
候
ら
へ
共
、
お
た
づ
さ
ん
の
書
状
ニ
ハ
ち
か
ひ
御
座
な
く
候

故
、
左
様
□
（
思
召
ヵ
）

被
下

	
	

	
	

ま
つ
ハ
ね
ん
の
た
め
申
上
候

	

五（
六
）月

朔
日

	
	

	
	

	

　
　

田　

鶴

	

　
　

西
谷
御
母
様

	

　
　
　

御
姉
様

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

江
見
伯
父
さ
ん
ニ
一
と（
度
）御
尋
被
下
、
只
今
の
内
ニ
帰
て
宜
敷
か
、
は
し
か
ニ
相
成
候

て
か
ら
帰
り
て
宜
し
く
か
、
御
尋
被
下
、
只
今
帰
り
候
ほ（
方
）が

宜
し
く
と
申
被
成
■
候

て
も
、
書
状
つ
き
次
第
壱
人
た
れ
成
と
見
舞
御
遣
し
被
下
、
一
寸
ね
ま
か
ら
は
な
れ

て
も
、
さ
む
く
こ
さ
り
ま（

マ

マ

）

ま
す

【
Ｂ
：
⑮
】
た
づ
→
母
へ
い
・
姉
さ
く　
（
文
久
二
年
）
六
月
二
日

�

〔
七

－

Ｃ

－

一

－

五
八
〕

＊
封
紙
：
二
二
・
五
×
三
〇
・
一
セ
ン
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
本
紙
：
切
継
二
紙
、
一
六
・
〇
×
五
五
・
六
セ
ン
チ
／
一
六
・
〇
×
一
四
・
三
セ
ン
チ

（
封
紙
上
書
、
た
づ
筆
）

「
河
内
古
市

　
　
　

西
谷
平
右
衛
門
様　
　
　
　
　
　

華　

房

	
	

　

用
書　
　
　
　
　
　
　
　

」

「	

六
□（
月
）二

□（
日
）　

　
　
　
　
　
　
　

自
大
坂

	

　
　

〆	
	

賃　

済　
　
　
　

」

か
ん
の
お
中
こ
わ
り
少
シ
も
無
、
た
ゞ
は
し
か
の
ね
つ
、
つ
つ
う
斗
ニ
て
御
座
候
間
、

か
な
ら
す
〳
〵
御
あ
ん
し
御
無
用
〳
〵
〳
〵
〳
〵

昨
日
朔
日
ニ
書
状
差
上
候
ら
へ
ハ
、
飛
脚
や
す
み
日
ニ
て
と
や
ら
■
と
ど
き
不
申
様

御
察
し
、
私
外
ニ
き
し
く
御
子
達
み
な
〳
〵
は
し
か
ニ
て
候
間
、
一
寸
お
内
へ
御
し

ら
せ
遊
し
候
ら
へ
ハ
、
す
く
ニ
迎
ひ
御
出
御
帰
り
被
成
、
私
も
ど
を
や
ら
は
し
か
の

様
ニ
相
成

御
師
匠
様
ニ
誠
ニ
御
薬
せ
ん
し
て
い
ゞ
（
マ
マ
）だ
き
、
い
ろ
〳
〵
御
世
話
ニ
相
成
、
其
上
御

師
匠
様
仰
ニ
ハ
、
外
の
子
達
み
な
〳
〵
帰
り
被
成
候
故
、
な
ほ
〳
〵
私
ニ
気
を
ゆ
た

か
ニ
持
、
ゆ
る
〳
〵
養
生
被
成
と
仰
被
下
、
誠
ニ
あ
つ
く
悦
ひ
居
候
ら
へ
共
、
私
子

共
み
た
い
ニ
、
外
の
お
子
達
帰
り
遊
し
候
ら
へ
ハ
、
私
も
は
し
か
ち（

頂

上

）

よ
じ
よ
う
ニ
相

成
不
申
さ
き
ニ
帰
り
度
存
候
間
、
御
遠
常
（
道
ヵ
）御

め
ん
ど
う
様
ニ
候
ら
へ
共
、
か
み
ハ
二
、

三
日
跡
ニ
す
き
、
道
ニ
て
風
あ
た
り
候
ら
へ
ハ
あ
し
く
御
座
候
間
、
ふ
ね
か
籠
ニ
て

も
迎
ひ
ニ
御
遣
し
被
下
、
綿
入
壱
枚
御
持
せ
被
下		

	
	

	

	
	

	
	

	

御
ね
か
い
申
上
候

	

六
月
二
日

　
　
ご
ぜ
ん
ハ
つ
ね
の
あ
じ
ニ
て
御
座
候	

	

　
　

田　

鶴

	

西
谷
御
母
様

	
　

御
姉
様

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…



六
一

御
師
匠
様
か
、
か
へ
す
〳
〵
も
私
方
ニ
て
ゆ
る
〳
〵
養
生
被
成
と
、
内
へ
お
帰
り
被

成
候
ニ
ハ
及
不
申
と
、
御
と
め
〳
〵
〳
〵
被
下
ま
し
候
ら
へ
共
、
私
よ
く
承
知
致
お

り
候
ら
へ
共
、
お
り
〳
〵
ニ
ハ
帰
り
度
存
候
間
、
と
ふ
ぞ
〳
〵
迎
ひ
ニ
御
遣
し
被
下

【
Ｃ
】
寄
宿
費
用
と
支
払
い
の
計
算
書

【
Ｃ
：
①
】
金
子
請
取
帳　

安
政
六
年
八
月
（
～
文
久
二
年
五
月
）　
〔
二

－
六

－
二
〕

�

＊
横
帳
・
表
紙
共
七
丁
、
一
二
・
五
×
三
五
・
〇
セ
ン
チ

（
表　

紙
）	

	
	

	
	

安
政
六
年

　
　
　

己
未
八
月
吉
日

　

金　

子　

請　

取　

帳

　

古
市

　
　

西
谷
様

（
裏
表
紙
）　

　
　
　
　
　
　
　

華　

房

未
八
月
廿
五
日

一
、
金
壱
両
弐
歩

　

右
慥
ニ
御
預
り
申
候

一
、
金
三
歩	

一
、
金
弐
朱	

	

御
祝
儀

一
、
銀
三
匁	

	

御
祝
儀

　

右
之
通
、
慥
祝
収
仕
候
、
以
上

　

十
一
月
十
日

戌（
文
久
二
年
）

五
月
廿
八
日

一
、
金
壱
両	

	

預
り

先
算
用
残
り

一
、
銀
三
拾
七
匁	

	

預
り

【
Ｃ
：
②
】
於
田
鶴
様
御
入
用
控
帳　

安
政
六
年
八
月
（
～
文
久
二
年
六
月
）

�

〔
一

－

一
六
〕

�

＊
横
帳
・
表
紙
共
七
丁
、
一
二
・
五
×
三
五
・
〇
セ
ン
チ

（
表　

紙
）

安
政
六
年

　
　
　

己
未
八
月
吉
日

　

於
田
鶴
様
御
入
用
扣
帳

　

古
市

　
　

西
谷
様

（
裏
表
紙
）　

　
　
　
　
　
　
　

華　

房



六
二

未
八
月
廿
五
日
ゟ

一
、
拾
六
匁
九
分	

	
	

寄　

宿

	
	

	
	

御
飯
料

八
月
廿
六
日

一
、
六
拾
文	

	
	

さ
し
込

	
	

	
	

　

八
ツ

九
月
三
日

一
、
三
拾
弐
文	

	
	

苧

	

拾
六
匁
九
分
ト

	
	

　

九
拾
弐
文

	

　

右
之
処
へ
金
壱
両
弐
分
預
り
御
座
候

　

〆
九
月
九
日
ゟ

一
、	

	
	

	

御
飯
料

（
右
の
項
目
上
に
付
紙
）

御
飯
料
之
義
ハ
九
月
九
日
ゟ
十
月
晦
日
迠
ニ
日
数
五
十
一
日
と
存
候
、

此
内
御
引
被
成
候
日
も
御
座
候
、
定
し
八
日
斗
と
存
候
へ
と
も
、
と
く

と
覚
へ
不
申
候
故
、
御
覚
の
通
宜
敷
御
算
用
御
頼
申
上
候

九
月
十
三
日

一
、
弐
拾
弐
文	

	
	

髪
あ
ふ
ら

十
四
日

一
、
弐
拾
四
文	

	
	

か
う
や
く

同一
、
拾
八
文	

	
	

赤
万
ト

	
	

	
	

あ
ふ
ら
薬

廿
六
日

一
、
三
百
六
拾
四
文	

	

御
着
類

	
	

	
	

の
り
ゆ
の
し

	
	

	
	

二
ツ
分

同一
、
弐
拾
四
文	

	
	

か
う
や
く

廿
七
日

一
、
弐
拾
文	

	
	

縫
は
り

同一
、
拾　

文	
	

	

か
も
し

	
	

	
	

　
　

く
ず

十
月
六
日

一
、
八
拾
四
文	

	
	

さ
な
だ

	
	

	
	

　
　

三
尺

廿
一
日

一
、
拾
壱
文	

	
	

わ
ら

	
	

	
	

草　

履

一
、
百　

文	
	

	

髪
結
ち
ん

一
、
四　

匁	
	

	

せ
い
も
ん

	
	

	
	

　
　

き
れ

十
一
月
十
日
ニ

　
　

金
三
歩
預
り

	
外
ニ
弐
朱
・
三
匁
御
祝
儀

〆



六
三

未
十
一
月
朔
日
ゟ

一
、	

	
	

	

御
飯
料

十
月
廿
七
日

一
、
拾　

文	
	

	

赤
・
浅
黄
紙

	
	

	
	

	

四
枚

同一
、
五
拾
文	

	
	

い　

と

同一
、
拾　

文	
	

	
い
ろ
紙

十
一
月
三
日

一
、
五
拾
文	

	
	

木
綿

	
	

	
	

　

真
い
と

十
三
日

一
、
九
拾
七
文	

	
	

絹
い
と

	
	

	
	

　

苧

廿
四
日

一
、
拾
六
文	

	
	

う
た

	
	

	
	

　

本
紙
代

一〆戌（
文
久
二
年
）
五
月
八
日
ニ
御
越
し
、
九
日
ゟ

一十
六
日

一
、
五
拾
五
文	

	
	

す
し
た
て

	
	

	
	

　
　

弐
本

廿
一
日

一
、
三
拾
壱
文	

	
	

こ
は
ぜ

	
	

	
	

　
　

六
ツ

廿
日
・
廿
八
日
・
六
月
朔
日

一
、
四
拾
八
文	

	
	

飛
脚
ち
ん

	
	

	
	

　
　

三
度

廿
三
日

一
、
九
拾
弐
文	

	
	

人
丸
香

同一
、
百
廿
文	

	
	

萌　

黄

	
	

	
	

　

真
い
と

同一
、
弐
百
拾
文	

	
	

綿　

原

	
	

	
	

　

八
ツ

廿
九
日

一
、
三
拾
弐
文	

	
	

風　

薬

	
	

	
	

　
　

弐

六
月
朔
日
ゟ

一
、
八　

匁	
	

	

い
し
や
煎
薬

	
	

	
	

　

十
六
ふ
く

三
日

一
、
弐
百
文	

	
	

守
袋
ノ

	
	

	
	

　

筥
代

一
、
四
拾
八
文	

	
	

石
打
釼

	
	

	
	

く
し
ら
ニ
て

	
	

	
	

	

弐
尺



六
四

一
、
三
拾
弐
文	

	
	

髪
結
ち
ん

	
	

	
	

	

一
度

一
、
弐
百
文	

	
	

い
は
た
へ

	
	

	
	

　

菓
子

　

〆
【
Ｃ
：
③
】
華
房
塾
算
用
覚
（
安
政
六
年
八
～
一
〇
月
）　
〔
四

－

四
九
〕

�

＊
横
帳
・
表
紙
共
四
丁
、
一
二
・
〇
×
三
三
・
二
セ
ン
チ

	

未
八
月
廿
五
日
ゟ

八
月
廿
五
日
ゟ
九
月
八
日
迠
十
三
日
分

一
、
十
六
匁
九
分	

	
	

寄
宿

　

壱
匁
三
分
ツ
ヽ	

	

　

	

　

飯
料

八
月
廿
六
日

一
、
六
拾
文	

	
	

さ
し
込

	
	

	
	

　

八
ツ

九
月
三
日

一
、
三
拾
弐
文	

	
	

苧

〆
　

金
壱
両
弐
分

　
　
　

代
百
六
匁
何
分

九
月
九
日
ゟ
十
月
晦
日
迠
四
十
三
日
分

一
、
五
拾
五
匁
九
分	

	

飯　

料

一
、
弐
十
弐
文	

	
	

髪
あ
ぶ
ら

一
、
廿
四
文	

	
	

か
う
や
く

一
、
廿
四
文	

	
	

同

一
、
廿　

文	
	

	

縫
は
り

一
、
拾
八
文	

	
	

赤
万

	
	

	
	

あ
ぶ
ら
薬

廿
六
日

一
、
三
百
六
拾
四
文	

	

着
類

	
	

	
	

の
り
ゆ
の
し

	
	

	
	

二
ツ
分

一
、
十　

文	
	

	

か
も
し

	
	

	
	

　
　

く
ず

一
、
八
十
四
文	

	
	

さ
な
だ

　

	
	

	
	

　
　

三
尺

一
、
十
壱
文	

	
	

わ
ら

	
	

	
	

　

ぞ
ふ
り

一
、
百　

文	
	

	

髪
結
ち
ん

一
、
四　

匁	
	

	

せ
い
も
ん

	
	

	
	

　
　

き
れ

　

引　

残

　
　

凡
廿
四
匁
残

　
〔
付�

記
〕
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
の
山
中
浩
之
氏
に
多
大
な

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。



六
五

西
谷

家
文

書
に

見
え

る
華

房
塾

関
係

史
料

年
月

日
文

書
名

差
出
・
作
成
者

宛
　
先

内
　
　
　
容

形
態

点
数

封
の

状
態

備
　
　
　
考

整
理
番
号

本
稿
の
番
号

既
出
の
番
号

（
 ）

は
説
明
ま
た
は

推
定

原
題
の
な
い
も
の
は

〔
 〕

で
表
記

封
紙
の
記
載
を
優
先

〔
 〕は

本
紙
の
記
載
、（

 ）は
推
定

書
状
に
つ
い
て
は
、
1：

時
候
の
記
載
　
2：

本
文
の
主
な
内
容
　
3：

追
伸
の
内
容

〈
 〉

は
内
容
欄
の
記
載
以
外
で

文
中
に
登
場
す
る
人
名

安
政
6.8.吉（

25）
（
～
文
久
2.5.28）

金
子
請
取
帳

華
房

古
市
　
西
谷

た
づ
寄
宿
中
の
預
り
金
・
祝
儀
の
書
上
げ

横
帳

1冊
―

2-6-2
Ｃ
：
①

安
政
6.8.吉（

25）
（
～
文
久
2.6.3）

於
田
鶴
様
御
入
用

控
帳

華
房

古
市
　
西
谷

た
づ
寄
宿
中
の
入
用
の
明
細
書
上
げ

横
帳

1冊
―

1-16
Ｃ
：
②

（
安
政
6.8.25～

同
.10.晦

）
〔
華
房
塾
算
用
覚
〕
（
西
谷
）

―
安
政
6年

中
払
の
算
用
。
入
用
の
明
細
は
上
記
「
於
田
鶴
様
御
入
用
控
帳
」
の
内
、
中
払

ま
で
の
分
を
書
き
写
し
た
も
の
で
、
不
明
で
あ
っ
た
飯
料
を
記
入

横
帳

1冊
―

4-49
Ｃ
：
③

（
安
政
6）.8.25

〔
た
づ
荷
物
の
請
書
〕
華
房

種
屋
平
右
衛
門

「
御
請
」 2：

小
箪
笥
以
下
寄
宿
用
荷
物
7点

の
預
り
状

切
紙

1通
欠

?
7-A

-31-12
Ａ
：
①

（
安
政
6）.8.26

〔
書
状
〕

田
鶴

に
し
谷
御
母

2：
昨
日
無
事
に
到
着
。
縫
物
は
華
房
様
内
に
て
刺
し
縫
い
を
習
う
こ
と
。
事
（
琴

?）
小

さ
い
の
は
勝
手
悪
し
く
、
母
様
の
お
越
し
お
待
ち
。
菓
子
少
々
父
上
へ
進
上

切
紙

1通
略
封

破
損
あ
り

7-C-4-5
Ｂ
：
①

（
安
政
6）.8.28

〔
書
状
〕

母
お
田
鶴

2：
こ
の
間
は
ま
つ
よ
り
様
子
承
り
安
心
。
父
上
も
機
嫌
よ
く
、
安
心
下
さ
れ
た
し
。
私

は
節
句
後
に
参
る
つ
も
り
。
飯
台
は
後
よ
り
遣
わ
し
、
今
日
は
急
ぎ
の
仕
事
2品

を
送
付
。

26日
に
道
明
寺
参
詣
し
た
折
の
御
籤
、
甚
だ
よ
ろ
し
き
こ
と

切
継

1通
無

〈
卯
八
〉

7-C-9-3
Ｂ
：
②

（
安
政
6）.8.29

〔
書
状
〕

に
し
谷
母

華
房
様
ニ
て

お
た
つ

2：
仕
立
物
2品

、
単
物
・
湯
具
・
飯
台
・
三
味
線
箱
入
手
す
る
こ
と
。
縫
物
の
師
事
は

嬉
し
く
、
師
匠
様
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
様
子
。
縫
物
の
間
に
鳴
物
・
手
習
い
の
お
さ

ら
い
は
如
何
　
3：

師
匠
様
へ
差
し
上
げ
た
き
品
が
あ
れ
ば
申
す
よ
う
に

切
継

1通
略
封
〈
清
水
い
と
〉

7-C-7-3
Ｂ
：
③

（
安
政
6?）.8.29

〔
書
状
〕

華
房

銀
屋

2：
種
屋
様
よ
り
先
日
金
子
預
り
、
請
取
書
差
し
上
げ
た
こ
と
。
こ
の
度
請
取
帳
お
渡
し

の
う
え
請
取
書
と
引
換
え
の
お
願
い

切
継

1通
無

金
子
請
取
帳
と
共
に
送
付

7-C-9-17
Ａ
：
⑥

（
安
政
6）.9.7

〔
書
状
〕

（
母
）

（
た
づ
）

2：
今
橋
様
へ
挨
拶
に
行
く
件
は
た
づ
の
都
合
次
第
。
中
島
屋
お
う
の
様
へ
土
産
に
つ
き

指
示
。
師
匠
様
に
細
工
物
と
歌
を
教
え
て
も
ら
う
の
は
、
あ
り
が
た
く
嬉
し
き
こ
と
。
父

上
機
嫌
よ
し
。
平
三
郎
は
甚
だ
不
出
来
に
て
、
10日

頃
に
藤
井
の
父
親
に
会
う
つ
も
り
。

在
所
の
こ
と
は
心
配
無
用

折
紙

1通
＊

＊
�現
状
で
は
7-C-9-4-1に

同
封

（
日
付
合
わ
ず
）

〈
銀
屋
・
お
ひ
さ
様
・
田
兄
様
・
新

治
郎
様
・
姉（

さ
く
）・

孫
八
〉

7-C-9-4-2
往
復
書
簡
（
8）

（
安
政
6）.9.14

〔
書
状
〕

母
お
た
つ

2：
森
田
お
琴
様
、
大
坂
高
麗
橋
三
井
近
所
へ
縁
付
の
た
め
大
混
雑
、
縫
物
手
伝
っ
て
い

る
こ
と
。
平
三
郎
方
へ
は
20日

頃
初
入
り
の
つ
も
り
。
大
坂
へ
は
勝
手
次
第
参
上
に
て

面
会
楽
し
み
。
今
日
師
匠
様
へ
書
状
差
し
上
げ
。
毎
朝
お
ひ
さ
様
・
お
前
様
の
こ
と
を

氏
神
様
に
祈
念
し
て
い
る
こ
と

切
継

1通
略
封
〈
ふ
ゆ
う
ひ
こ
・
師
匠
様
〉

7-C-9-5
往
復
書
簡
（
9）

（
安
政
6）.9.14

〔
書
状
〕

さ
く

お
田
鶴

1：
朝
夕
冷
や
か
に
成
　
2：

毎
々
の
手
紙
に
て
用
事
分
か
り
、
お
腹
・
気
色
も
よ
い
由

嬉
し
き
こ
と
。
父
母
様
も
御
機
嫌
よ
く
安
心
下
さ
れ
た
し
。
師
匠
様
の
教
え
と
稽
古
事

を
よ
く
覚
え
る
よ
う
に
。
楽
し
み
に
お
帰
り
お
待
ち

切
継

1通
略
封

7-C-9-6
往
復
書
簡
（
2）

（
安
政
6）.9.18

〔
書
状
〕

母
お
田
鶴

2：
師
匠
様
か
ら
の
返
事
あ
り
が
た
し
。
さ
く
が
師
匠
様
大
病
の
夢
を
見
た
の
で
様
子
伺

い
。
先
日
の
こ
し
さ
け
（
腰
下
げ

?）・
羽
織
は
上
出
来
。
父
上
は
こ
の
頃
達
者
。
師
匠

様
方
大
切
に
す
べ
き
こ
と
　
3：

師
匠
様
御
機
嫌
な
ら
ば
返
事
無
用

切
継

1通
無

〈
清
水
い
と
〉

7-C-9-7
往
復
書
簡（

10）

（
安
政
6）.9.18

〔
書
状
〕

種
屋
平
右
衛
門
 

ゟ
古
市
（
母
）

心
斎
橋
筋
あ
づ
ち

町
西
へ
入
南
か
わ
 

華
房
御
氏（

た
づ
）

2：
ば
ん
屋
（
?）

の
代
り
に
こ
れ
を
裾
に
巻
く
こ
と
。
清
水
様
よ
り
も
同
様
の
物
が
届

く
も
よ
う
。
清
水
い
と
と
2人

共
風
邪
ひ
か
ぬ
よ
う
、
念
じ
居
る
こ
と

切
紙

1通
封
紙

封
紙
破
損
あ
り

7-C-9-4-1
往
復
書
簡（

14）

（
安
政
6）.10.13

〔
書
状
〕

に
し
谷
母

華
房
様
ニ
て

お
た
づ

1：
追
々
冷
え
冷
え
し
く
　
2：

返
却
の
品
入
手
。
こ
の
頃
は
取
込
み
、
平
三
郎
が
茂
七

と
馴
れ
合
い
似
せ
印
形
に
て
借
銀
し
、
10貫

目
の
内
2貫

目
ほ
ど
損
な
が
ら
、
実
家
へ
平

三
郎
を
預
け
一
段
落
。
皆
達
者
に
て
父
上
も
上
機
嫌
。
お
前
の
達
者
が
私
へ
の
孝
行
。
師

匠
様
へ
も
よ
ろ
し
く
　
3：

手
透
き
に
な
れ
ば
一
度
人
を
遣
わ
す
こ
と

切
継

1通
封
筒

封
筒
虫
損
あ
り

〈
な
へ
た（

鍋
太
）・

つ
く
の
（
踞
尾
）

の
父
〉

7-C-9-8
往
復
書
簡（

11）

（
安
政
6）.10.14

〔
書
状
〕

田
鶴

御
母
・
御
姉

2：
手
紙
拝
見
し
心
配
。
西
宇
よ
り
荷
物
受
取
り
。
岡
田
新
宅
で
琴
教
授
の
師
匠
様
と
出

会
っ
た
こ
と
。
父
上
様
御
機
嫌
の
由
喜
ば
し
く
、
私
は
お
腹
の
具
合
よ
く
達
者
。
着
物

仕
立
・
琴
修
業
の
様
子
知
ら
せ
。
半
紙
の
無
心
。
母
上
・
姉
様
共
お
疲
れ
な
き
よ
う
、
祈

り
居
る
こ
と

切
継

1通
略
封
〈
お
は
る
殿
〉

7-C-9-9
往
復
書
簡
（
5）



六
六

（
安
政
6）.10.21

〔
書
状
〕

同（
西
谷
）
さ
く

華
房
様
ニ
て

に
し
谷
お
た
づ

1：
追
々
寒
に
お
わ
し
　
2：

父
上
・
母
様
も
御
機
嫌
に
て
安
心
下
さ
れ
た
し
。
先
日
手

紙
・
書
付
送
ら
れ
、
母
様
共
に
嬉
し
く
あ
り
が
た
し
。
私
は
少
々
不
快
な
が
ら
一
両
日

は
よ
ろ
し
く
、
心
配
無
用
。
一
昨
日
東
寺
後
室
死
去
の
知
ら
せ
。
来
月
中
頃
過
ぎ
に
迎

え
を
遣
わ
す
つ
も
り

切
継

1通
略
封
〈
師
匠
様
〉

7-C-9-10
往
復
書
簡
（
3）

表
題
の
10月

22
日
は
誤
り

（
安
政
6）.10.22

〔
書
状
〕

さ
く

お
た
つ

〔
書
添
〕 2：

先
日
お
遣
わ
し
の
ま
む
り
（
守
袋
）・

組
紐
上
出
来
に
つ
き
、
2、

3作
っ
て

紐
を
付
け
、
遣
わ
す
よ
う
お
願
い
。
後
で
支
払
う
の
で
、
師
匠
様
に
誓
文
払
い
で
無
地

の
切
れ
を
調
達
し
て
も
ら
う
よ
う
に
。
鹿
の
子
の
切
れ
も
送
付

切
継

1通
無

7-C-9-10に
巻
込
み
同
封
し
た
も

の
か

7-C-9-11
往
復
書
簡
（
4）

表
題
の
10月

21
日
は
誤
り

（
安
政
6）.11.3

〔
書
状
〕

は
ゝ

お
た
つ

2：
師
匠
様
と
お
前
の
書
状
受
取
り
。
結
構
な
師
匠
様
ゆ
え
来
年
も
世
話
に
な
る
つ
も
り

な
の
で
、
そ
の
心
得
で
お
帰
り
。
月
末
に
迎
え
を
遣
わ
す
予
定
。
女
大
学
の
講
釈
は
あ

り
が
た
く
、
自
分
の
傍
に
置
く
の
は
嬉
し
き
こ
と
　
3：

薬
・
足
袋
入
手

切
継

1通
無

〈
姉
（
さ
く
）・

春
と
の
・
う
八
〉

7-C-7-4
Ｂ
：
④

（
安
政
6）.11.9

〔
書
状
〕

母
お
田
鶴

2：
師
匠
へ
の
祝
儀
に
つ
い
て
。
常
の
足
袋
を
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
月
末
帰
宅
に
つ
き

日
限
返
事
お
越
し
。
私
も
姉
も
皆
無
事
。
今
橋
へ
は
御
礼
が
ま
だ
な
の
で
立
寄
ら
ぬ
よ

う
。
篤
き
お
稽
古
に
感
謝
、
師
匠
様
へ
よ
ろ
し
く
。
細
工
物
寄
こ
さ
れ
嬉
し
き
こ
と
　
3：

下
作
年
貢
納
め
に
て
多
忙
、
帰
宅
お
待
ち
。
お
手
伝
い
下
さ
れ
た
し

切
継

1通
略
封

金
2朱

：
中
払
祝
儀

銀
3匁

：
手
習
い
祝
儀

金
3歩

：
小
使
へ

〈
父
上
・
は
る
と
の
・
下
男
・
竹
〉

7-C-7-5
Ｂ
：
⑤

（
安
政
6）.11.22

〔
書
状
〕

母
お
田
鶴

「
口
上
」　

2：
来
る
27日

に
帰
宅
お
待
ち
。
迎
え
人
に
つ
い
て
は
春
殿
と
相
談
済
み
か
、

そ
ち
ら
の
様
子
知
ら
せ
る
よ
う
に
。
父
上
は
機
嫌
よ
ろ
し
く
、
心
配
無
用
。
先
日
の
細

工
物
は
上
出
来
に
て
、
眺
め
て
楽
し
み
居
る
こ
と
。
師
匠
様
へ
よ
ろ
し
く

切
継

1通
略
封
〈
孫
八
・
下
女
〉

7-C-9-12
往
復
書
簡（

12）

（
安
政
6?）.12.24

〔
書
状
〕

華
房
薗
生

西
谷
御
内
室

1：
寒
気
弥
増
　
2：

寒
中
見
舞
の
お
礼
。
恵
贈
の
薬
代
金
2朱

返
金
の
う
え
、
薬
売
り
広

め
の
お
願
い
。
散
し
薬
の
治
痛
膏
進
上
　
3：

ら
く
・
佐
一
郎
よ
り
も
よ
ろ
し
く
。
こ
の

一
封
、
清
水
氏
へ
お
届
け
願
い

切
継

1通
欠
？

薬
・
清
水
氏
宛
て
の
封
書
と
共
に

送
付

〈
お
田
鶴
様
〉

7-C-9-16
Ａ
：
②

（
文
久
2）.5.10

〔
書
状
〕

同（
西
谷
）さ

く
華
房
様
ニ
而
 

西
谷
お
田
津

2：
先
日
は
機
嫌
よ
く
出
発
さ
れ
、
悦
ば
し
き
こ
と
。
記
載
の
品
の
内
、
綿
入
・
帷
子
等

を
遣
わ
し
、
花
色
絣
は
後
か
ら
送
付
。
母
様
機
嫌
よ
く
お
帰
り
。
豆
少
々
師
匠
様
へ
進

上
　
3：

ヱ
ソ
屋
よ
り
お
前
さ
ん
に
ゆ
す
ら
梅
到
来
、
引
出
し
に
入
れ
置
く
こ
と

切
継

切
紙

2紙1通
無

7-C-7-2
Ｂ
：
⑥

（
文
久
2）.5.（11?）

〔
書
状
〕

田
鶴

西
谷
御
母

2：
先
日
送
っ
て
頂
い
た
お
礼
。
ご
機
嫌
の
程
あ
り
が
た
く
、
私
も
お
腹
の
具
合
よ
ろ
し

く
、
安
心
下
さ
れ
た
し
。
琴
は
師
匠
よ
り
借
り
受
け
。
髪
結
の
困
り
事
。
佐
一
郎
さ
ん

昨
年
よ
り
大
病
に
て
里
帰
り
。
豌
豆
・
ゆ
す
ら
梅
の
お
礼
。
寄
宿
生
（
外
2人

）
の
様
子
。

夜
分
蚤
に
食
わ
れ
る
こ
と
。
父
上
の
3回

忌
ま
で
滞
在
の
つ
も
り

切
継

1通
略
封
〈
卯
八
と
の
・
に
い
様
・
ね
い
様
〉

7-C-4-3
Ｂ
：
⑦

（
文
久
2）.5.14

〔
書
状
〕

田
鶴

に
し
谷
御
母
・

御
ね
い

2：
先
日
卯
八
遣
わ
さ
れ
、
お
礼
。
師
匠
様
へ
琴
借
用
お
よ
び
今
橋
へ
の
書
状
、
書
直
し

願
い
。
こ
の
間
よ
り
師
匠
様
の
被
布
等
を
縫
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
頃
蚤
が
非
常
に
多

く
夜
寝
ら
れ
ず
、
夏
用
布
団
・
寝
間
着
を
希
望
。
練
り
薬
は
7月

10日
ま
で
あ
り

切
継

1通
略
封
〈
森
琴
さ
ん
〉

7-C-4-1
Ｂ
：
⑧

（
文
久
2.5.中

旬
?）〔

書
状
〕

（
母
）

（
た
づ
）

2：
こ
の
頃
は
蚤
が
多
く
、
着
替
え
の
寝
巻
を
遣
わ
す
こ
と
。
花
色
絣
2枚

・
衿
切
れ
は

気
に
入
ら
な
い
方
を
返
す
よ
う
に
。
蔵
の
破
損
を
修
理
中
。
琴
は
小
さ
い
の
を
あ
げ
、
三

味
線
は
貸
棹
の
つ
も
り
。
師
匠
様
を
私
同
様
に
思
い
、
気
を
豊
か
に
持
つ
こ
と
。（

別
紙
）

頭
痛
・
歯
痛
は
お
腹
の
不
具
合
か
と
案
じ
、
帰
宅
・
養
生
の
勧
め

折
紙

切
紙

2紙1通
無

虫
損
あ
り

〈
御
師
匠
様
・
久
下
・
う
八
・
大

久
・
お
か
ね
〉

7-C-10-128
Ｂ
：
⑨

（
文
久
2）.5.20

〔
書
状
〕

田
鶴

に
し
谷
御
母

2：
飛
脚
便
に
て
品
々
受
取
り
、
お
礼
。
夜
分
熟
睡
で
き
ず
、
頭
痛
・
肩
凝
り
。
こ
の
2、

3日
は
達
者
だ
っ
た
が
、
20日

朝
よ
り
左
歯
肉
が
腫
れ
、
師
匠
よ
り
の
煎
じ
薬
を
含
ん
で

い
る
こ
と
。
こ
の
頃
寺
子
多
く
は
し
か
に
罹
り
休
み
。
23日

卯
八
使
い
の
時
に
薬
・
味

噌
持
参
の
お
願
い
。
姉
様
は
は
し
か
未
患
に
つ
き
風
邪
ひ
か
ぬ
よ
う
に

切
継

1通
略
封

7-C-4-2
Ｂ
：
⑩

（
文
久
2）.5.23

〔
書
状
〕

母従
ふ
る
市

華
房
様
ニ
而

田
津

2：
姉
不
快
に
つ
き
暇
を
貰
い
一
時
帰
宅
の
勧
め
。
今
日
は
お
前
の
誕
生
日
に
つ
き
師
匠

様
へ
赤
飯
・
赤
味
噌
進
上
。
琴
・
三
味
線
は
雨
天
に
よ
り
遣
わ
さ
ず
。
姉
の
病
気
・
蔵

の
修
復
等
で
困
り
、
今
後
天
気
次
第
で
迎
え
を
遣
わ
す
つ
も
り

切
継

1通
略
封

虫
損
あ
り

〈
う
八
〉

7-C-9-13
往
復
書
簡
（
7）

（
文
久
2）.5.23

〔
書
状
〕

田
鶴

御
母
・
御
ね
い

2：
誕
生
日
の
赤
飯
・
赤
味
噌
下
さ
れ
、
お
礼
。
師
匠
様
も
大
喜
び
で
、
昼
に
よ
ば
れ
た

こ
と
。
煎
じ
薬
が
歯
肉
炎
に
効
き
、
安
心
下
さ
れ
た
し
。
夏
布
団
入
手
。
ノ
ミ
に
は
慣

れ
た
こ
と
。
師
匠
様
へ
の
書
状
あ
り
が
た
し
。
大
師
匠
様
よ
り
の
伝
言
。
聞
香
・
茶
道
・

三
味
線
・
手
習
い
・
仕
立
物
の
こ
と
な
ど
報
告
。
久
下
の
練
り
薬
・
帷
子
等
希
望

切
継

1通
略
封
〈
大
師
匠
様
・
若
師
匠
様
・
い
し
う

や
お
し
よ
・
佐
一
郎
・
森
田
・
河

清
〉

7-C-9-14
往
復
書
簡
（
6）

日
付
の
11月

23
日
は
誤
り



六
七

（
文
久
2）.5.27

〔
書
状
〕

同（
西
谷
）
さ
く

華
房
様
ニ
て

西
谷
お
た
つ

1：
追
々
暑
お
わ
し
　
2：

私
少
々
不
快
の
所
に
手
紙
下
さ
れ
、
追
々
良
く
な
っ
た
こ
と
。

15日
の
聞
香
、
子
達
稽
古
の
御
相
伴
、
嬉
し
き
こ
と
。
私
も
一
度
師
匠
様
へ
上
り
た
し
。

先
日
の
爪
入
れ
・
菓
子
の
お
礼
。
こ
の
間
の
帯
に
つ
い
て
は
盆
で
帰
郷
の
折
に
相
談
。
夏

物
衣
類
・
三
味
線
・
薬
を
遣
わ
し
た
こ
と

切
紙

1通
略
封
〈
お
し
よ
う
・
母
様
〉

7-C-9-15
往
復
書
簡
（
1）

表
題
の
5月

7日
は
誤
り

（
文
久
2）.5.27

〔
書
状
〕

田
鶴

御
母

〔
西
谷
御
母
・
御

ね
い
〕

1：
こ
の
頃
は
不
揃
い
の
天
気
　
2：

私
は
体
調
よ
ろ
し
く
安
心
下
さ
れ
た
し
。
久
下
の

練
り
薬
は
見
合
わ
せ
、
ま
く
り
・
か
や
を
希
望
。
23日

に
私
へ
大
屋
こ
と
み
す
し
持
参
、

両
師
匠
・
子
達
3人

と
食
べ
た
こ
と
。
は
し
か
の
ま
じ
な
い
薬
知
ら
せ
　
3：（

別
紙
）
師

匠
様
へ
の
か
き
餅
無
心
。
縫
物
の
様
子
知
ら
せ
。
味
噌
・
赤
飯
の
お
礼

切
継

切
紙

2紙1通
封
紙

7-A
-19-1

Ｂ
：
⑪

（
文
久
2.5.下

旬
?）〔

書
状
〕

（
母
）

（
た
づ
）

2：
寝
巻
の
蚤
駆
除
に
つ
い
て
指
示
。
練
り
薬
は
調
達
分
あ
り
。
森
方
の
仕
立
、
姉
の
単

も
間
に
合
い
、
大
悦
び
。
半
夏
生
団
子
は
進
上
。
髪
結
に
お
き
ん
殿
大
坂
行
き
の
節
、
訪

ね
て
も
ら
う
つ
も
り
。
ほ
ん
（
坊

?）
様
に
肩
叩
き
差
し
上
げ
た
く
、
自
分
の
と
言
わ
ず

拵
え
置
く
よ
う
に

切
継

1通
無

虫
損
あ
り

〈
お
き
ぬ
さ
ん
・
岡
ひ
よ
た
つ
〉

7-C-9-2
Ｂ
：
⑫

（
文
久
2）.5.29

〔
書
状
〕

華
房

〔
田
鶴
〕

古
市
村

種
屋
平
右
衛
門

〔
西
谷
御
母
・
御

ね
い
〕

2：
夏
物
衣
料
・
三
味
線
等
遣
わ
し
物
の
お
礼
。
師
匠
様
へ
半
夏
生
団
子
遣
わ
さ
れ
た
し
。

お
き
ん
殿
髪
結
の
件
は
私
帰
宅
直
前
が
都
合
よ
し
。
私
お
腹
具
合
よ
く
、
し
ば
ら
く
使

い
は
不
要
。
師
匠
様
よ
り
江
戸
水
天
宮
の
御
守
頂
き
、
天
神
守
も
首
に
掛
け
て
お
り
、
心

配
無
用
。
寄
宿
謝
礼
に
つ
き
勘
定
通
い
お
調
べ
願
い

切
継

1通
封
紙

略
封
〈
卯
八
・
お
き
ぬ
さ
ん
〉

7-C-1-56
Ｂ
：
⑬

（
文
久
2）.6.1

〔
書
状
〕

華
房
佐
市
郎

自
大
坂

〔
田
鶴
〕

河
内
古
市
 

西
谷
平
右
衛
門

〔
西
谷
御
母
・
御

姉
〕

2：
晦
日
よ
り
発
熱
・
頭
痛
に
て
師
匠
様
の
世
話
に
な
り
、
結
構
な
医
者
に
診
て
も
ら
っ

た
こ
と
。
は
し
か
で
は
な
い
が
、
熱
の
具
合
で
は
し
か
に
な
る
由
。
師
匠
様
よ
り
の
伝

言
　
3：（

別
紙
）
江
見
伯
父
さ
ん
に
帰
宅
時
期
問
合
せ
願
い
。
悪
寒
ひ
ど
く
見
舞
希
望

切
継

切
紙

2紙1通
封
紙

本
文
の
日
付
は
5月

朔
日
だ
が
、
6

月
朔
日
の
誤
り

7-C-1-57
Ｂ
：
⑭

（
文
久
2）.6.2

〔
書
状
〕

華
房

自
大
坂

〔
田
鶴
〕

河
内
古
市
 

西
谷
平
右
衛
門

〔
西
谷
御
母
・
御

姉
〕

2：
寄
宿
の
子
達
が
は
し
か
で
次
々
帰
宅
。
私
も
は
し
か
の
よ
う
。
師
匠
様
は
塾
で
養
生

を
勧
め
、
誠
に
あ
り
が
た
い
が
、
自
分
も
重
症
化
し
な
い
内
に
帰
宅
し
た
く
、
舟
か
駕

籠
に
て
迎
え
を
遣
わ
さ
れ
た
し
　
3：

た
だ
は
し
か
の
熱
・
頭
痛
ば
か
り
な
の
で
心
配
無

用
。（

別
紙
）
師
匠
様
は
帰
宅
を
止
め
る
も
、
ぜ
ひ
迎
え
を
遣
わ
し
下
さ
れ
た
し

切
継

2紙1通
封
紙

7-C-1-58
Ｂ
：
⑮

（
文
久
2）.6.3

〔
書
状
〕

華
房
佐
市
郎

自
大
坂

〔
華
房
薗
生
〕

河
内
古
市
 

西
谷
平
右
衛
門

〔
西
谷
御
二
方
〕

1：
追
々
暑
弥
ま
し
　
2：

お
田
鶴
様
5月

29日
よ
り
風
邪
気
味
、
6月

1日
よ
り
医
者
の
煎

じ
薬
服
用
、
今
日
は
し
か
発
症
（
発
疹
）
に
つ
き
当
家
で
お
世
話
の
つ
も
り
、
安
心
下

さ
れ
た
し
　
3：

殿
方
様
へ
も
よ
ろ
し
く
。「

書
添
」 先

日
の
書
状
・
贈
物
の
お
礼
。
返

事
遅
延
の
お
詫
び
。
金
1両

・
算
用
帳
面
預
り

切
継

2紙1通
封
紙

7-C-1-59
Ａ
：
③

（
文
久
2）.9.6

〔
書
状
〕

華
房
薗
生
・

ら
く

西
谷
於
田
鶴

1：
追
々
冷
や
か
に
相
成
　
2：

こ
の
頃
、
姉
君
も
は
や
満
中
陰
の
由
、
志
の
品
の
お
礼
。

荷
物
は
今
日
皆
差
し
上
げ
。
も
は
や
お
越
し
な
き
は
残
念
、
そ
の
内
に
一
度
参
じ
た
し
。

算
用
の
件
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
。
佐
市
郎
は
病
後
に
て
養
生
中
　
3：

急
ぎ
大
乱
筆
、
後

先
察
し
御
覧
下
さ
れ
た
し

切
継

1通
略
封
〈
御
母
公
様
〉

7-C-7-1
Ａ
：
④

（
文
久
2）.9.6

〔
重
陽
祝
儀
の
請
書
〕
華
房

西
谷

「
御
請
」 2：

金
100疋

恵
贈
の
受
取
・
礼
状

切
紙

1通
欠

?
4-60-2

Ａ
：
⑤

＊
　
表
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
帳
面
類
3冊

を
最
初
に
掲
げ
、
そ
の
後
に
書
状
類
を
年
月
日
順
に
並
べ
た
。

＊
　
�「既

出
の
番
号
」
は
、
藪
田
貫
「
近
世
女
性
の
軌
跡
（
二
）―

西
谷
の
母
娘

―
」『

関
西
大
学
文
学
論
集
』
46-3（

関
西
大
学
文
学
会
、
1996年

）
掲
載
の
「
母
・
娘
の
往
復
書
簡
」（

1）～（
14）

の
当
該
番
号
で
あ
る
。

　
　
た
だ
し
、「

往
復
書
簡
」（

13）
は
、
た
づ
の
2人

の
子
供
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、
華
房
塾
寄
宿
頃
と
は
考
え
難
く
、
こ
の
表
か
ら
は
除
い
た
。



六
八

【A：④】西谷たづ宛て華房薗生・らく書状
（文久 2 年 9 月 6 日）
さくの忌明けを迎え、退塾するたづへ名残を惜しむ。

【Ｂ：⑭】母・姉宛てたづ書状
（文久 2 年 6 月 1 日）�
発熱と頭痛から、たづの麻疹が
始まった。（封紙・追伸略）

【A：③】西谷へい・さく宛て華房薗生書状（文久 2 年 6 月 3 日）
たづの麻疹発症を知らせ、華房家での療養を説き、看病する旨
を伝える。（追伸略）


